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大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

¥1,650（税込）

栄子・スティーブンス著｠

大好評！

主の例祭からの考察

『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！
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─  聖 書 は 預 言 書 で あ ることを 日 本 人 が 知 るように  ─  

2030日本宣教プラン「OJ47」のために
第2回日本列島縦断講演オメガグレイス・ジャパンツアー2023は、
最終調整をしております。引き続き、日本全国の教会と地域のリバイバル
を共に覚えてお祈りください。

訪問予定地域：北海道、埼玉県、東京都、神奈川県、長野県、愛知県、京
都府、奈良県、大阪府、兵庫県、沖縄県。

第7回オメガプレミアム・グレイスツアー　
イスラエル＆トルコ10日間の旅
優先案内予約申込の受付開始！
イスラエルを訪れて旧約聖書と新約聖書の真実性を味わいます。トルコ
では、黙示録にある七つの教会の遺跡をたどり、聖書の啓示の重要性
を体感し、日本の教会の祝福を祈ります。
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第4回オメガプレミアム・グレイスツアー（2023年6月5日～14日）は、
主の大いなる恵みと祝福のツアーとなり、岩手県、新潟県、群馬県、
埼玉県、東京都、千葉県、神奈川県、愛知県、大阪府、奈良県、広島県、
徳島県、大分県、沖縄県、日本全国14都道府県から参加されました。
また、栄子・スティーブンス先生の全身全霊のあふれ出る主の愛と
臨在は、天からの主ご自身の輝きであり、また日本でとりなしのお祈り
いただいている皆様の愛が生み出した力でした。日々、祈りに覚えて
いただき誠にありがとうございます。

第5回オメガプレミアム・グレイスツアー「イスラエル＆ヨルダン（ペトラ）
の旅」2024年2月27日～3月7日は、現在、現地との最終段階の調整に
入りました。「神のビジョンを共に見る旅」の準備のためにお祈りくだ
さい。

第6回2025年2～3月企画、イスラエル&イタリア（ローマ）10日間の旅
の事前優先案内予約の多数のお申込みをいただきありがとうござい
ます。定員を大幅に超えましたので、優先案内受付を終了させていただき
ます。日程・詳細が決まりましたら、本予約申込のご案内をいたします。
感謝いたします。

主の恵みの年、われらの神の復讐の日を告げ、すべての嘆き悲しむ者を慰めるために。シオンの嘆き悲しむ者たちに、灰の代わりに
頭の飾りを、嘆きの代わりに喜びの油を、憂いの心の代わりに賛美の外套を着けさせるために　　　　イザヤ書61章2～3a節

2023年 主題聖句
主の恵みの年を告げる

オメガ活動ビジョン

オメガ・グレイス・プロジェクト2023－26
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Voice From Revelation　黙示録シリーズVol. 37　未来の預言―その29

日本にあふれ出した恵み　グレイスフル・ジャパンVol 2

横田 聖子

「オメガプレミアム・グレイスツアー」を送り出してくださった皆様に感謝
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輪嶋 東太郎

恵みがいま、日本にあふれ出したことを痛感した
「オメガプレミアム・グレイスツアー」を終えて。
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Omega Japanお知らせ／祈りの課題12

祈りの課題

「第４回オメガプレミアム・グレイスツアー」に参加して

06 杉﨑 弘／浩子
Omega Grace Letter Vol .6

第3回 日本列島縦断講演
オメガグレイス・ジャパンツアー2024
申込受付中です。 OMEGA黙示録セミナー IN  OKINAWA

講師：栄子・スティーブンス
日時：11月23日（木・祝）午後予定
会場：ヒルトン沖縄北谷リゾート

定員：先着55名様
事前優先申込受付期間：8月31日まで。

（定員になり次第、受付を終了いたします。）

※ 添付チラシ・裏面申込書あり。
　（̶TEL・FAX・Ｅメール̶ 旅行手配の有無等あり）

事前優先予約申込受付開始！2024年事前受付中！
第1回 オメガプレミアム・グレイスセミナー　
開催決定！

お問合わせ・お申込み　オメガ・ジャパン
TEL＆FAX　06-6777-2117　
Eメール　info@omega.or.jp

オメガ出版より好評発売中！
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黄金の門（エルサレム）

「千年の終わりに、サタンはその牢から解
き放され」（黙20:7）とあります。メシア王
国（千年王国）で生まれた人々で、百歳以上
で生きている者たちは、神様を信じて礼拝
している人 （々聖徒）だと考えられます。

また、「地の四方にある諸国の民、すな
わち、ゴグとマゴグを惑わすために出て行き、
戦いのために彼らを召集する」（黙20:8）と
言われています。ここで、千年間、底知れ
ぬ所で閉じ込められていたサタンが出てくる
ことを神様は許可されます。サタンは民を
激しく惑わし、再び神様に戦いをいどみます。

「彼らは、地上の広い平地に上って来て、
聖徒たちの陣営と愛された都とを取り囲ん
だ」（黙20:9）とあり、その陣営とはエルサ
レムであると考えられます。このゴグとマゴ
グの戦いは天の神様によってサタンの側に
集結した堕落した者たちすべてが瞬時に天
から降ってきた火で焼き殺されます。そして
サタンは火と硫黄の池に投げ込まれ、1千
年前にすでに獣も偽預言者もそこに入って
います。

聖書では、エゼキエル書38章39章の、「ゴ
グとマゴグ」の戦いと、ヨハネの黙示録20章
8節の、「マゴグのゴグ」という戦いの二つの

「ゴグとマゴグ」のことが記されています。
まず、エゼキエル書38章の「ゴグ」とは

王の名称です。エジプトの国王をパロと言
うように、マゴグの国王はゴグと言います。
一方、ヨハネの黙示録20章8節に書かれて
いる「ゴグ、マゴグ」は、エゼキエル書38章

大きな白い御座と、そこに着座しておられる
方を見た。地も天もその御前から逃げ去っ
て、あとかたもなくなった」
「地も天もその御前から逃げ去って、あと
かたもなくなった」（黙20:11）とあります。
白い御座では、イエス様が裁き主としてそ
の御座に着座されます。そして、イエス様
のご臨在なさる「白い御座」以外は、すべて
なくなっています。

そこでイエス様に裁かれる者は、イエス
様の救いを受け取っておらず、メシア王国

（千年王国）の間、眠っていて千年が来たら
復活します。これらの人は「第二の復活」を
した未信者、イエス様の救いを信じなかっ
た人々です。最後にはイエス様の裁きを経て、
火の池に投げ込まれることになる者もいる
と記されています。
「それから、死とハデスとは、火の池に投げ
込まれた。これが第二の死である。いのち
の書に名のしるされていない者はみな、こ
の火の池に投げ込まれた」（黙20:14～15）

ここでは、白い御座が地も天もその御前
から逃げ去って、あとかたもなくなっていま
す。しかし、天国と地球がなくなったので
はありません。メシア王国（千年王国）以前
に、ヨブ記に記されているような、サタンが
出入りしていた汚れた天国はなくなっていま
す。そして、現在の地球の天も地も、新し
くきよめられた状態であると考えられます。

「また私は、新しい天と新しい地とを見た。
以前の天と、以前の地は過ぎ去り、もはや
海もない。」黙示録21章1節

と39章に書かれている国とは、異なった国
だと考えられます。マゴグはカスピ海と黒海
の間にある国を表しています。サタンがメシ
ア王国（千年王国）の最後に、諸国の民を召
集する場所が、同じ場所なのかもしれません。

イザヤ書2章2節と3節、「終わりの日に、
主の家の山は、山々の頂に堅く立ち、丘々
よりもそびえ立ち、すべての国々がそこに流
れて来る。多くの民が来て言う。『さあ、主
の山、ヤコブの神の家に上ろう。主はご自
分の道を、私たちに教えてくださる。私た
ちはその小道を歩もう。』それは、シオンか
らみおしえが出、エルサレムから主のことば
が出るからだ」

この預言では、現在のエルサレムと、メ
シア王国（千年王国）のエルサレムは、ずい
ぶん地形が違います。エルサレムのモリヤ
の山（神殿の丘）は、オリーブ山よりもヘブ
ロンの山よりも低いのです。しかし、メシア
王国（千年王国）では、「主の家の山は、山々
の頂に堅く立ち、丘々よりもそびえ立ち」（イ
ザ2:2）と記されており、モリヤの山が一番
高くなるという預言です。

ここではもう、人間の世界で神様に反抗
するものはいなくなりました。また、霊の世
界で人間を惑わすものも、すべていなくな
りました。

白い御座の裁き
ヨハネの黙示録20章11節、「また私は、

は「異邦人の時」の時代です。イエス様は、
「異邦人の時が終わるまで、エルサレムは異
邦人に踏み荒らされます」（ルカ21:24）と
おっしゃいました。

現在ではイスラエルが再建され、エルサ
レムはユダヤ人によって管理されています。
しかし神殿の丘は、岩のドームとモスクが
あり、ユダヤ人が入ることは許されていません。

第三神殿が建つ時、ユダヤ人が神殿の丘
に入ることが許される期間ですが、これは
反キリストの支配下にある時期です。ユダ
ヤ人は、反キリストを自分たちが待ちに待っ
ていたメシアだと思い込み、反キリストと7
年間の契約をするでしょう。そこからが大
患難時代です。それによって、神殿の丘に
入ることが許され、第三神殿を建てますが、
反キリストに乗っ取られてしまいます。

異邦人の時が終わるのが、イエス様のご

メシア王国（千年王国）に
建つ第四神殿
（新改訳第三版使用）

メシア王国（千年王国）で神殿が再建され
ます。

ソロモンの神殿に神様の栄光、シャカイ
ナグローリーが入ってこられました。ソロモ
ンの神殿に現れたシャカイナグローリーは、
イスラエルの民が偶像礼拝を行っていること
で、心を痛めておられましたが、ずっとご
臨在なさいました。

民の偶像礼拝によって、エゼキエル書9
章から11章にかけて、神様の栄光は神殿
から去っていかれました。神殿の東の門から、
神様の栄光が去った後、バビロンが神殿を
破壊しました。そして民はバビロン捕囚と
なり、ダビデ王朝に終止符が打たれたのです。

そしてこの時から、「異邦人の時」が始ま
りました。イエス・キリストが到来されたの

再臨の時です。ご再臨の後、メシア王国（千
年王国）で再びダビデが王となり、神殿も
再建されます。再び、シャカイナグローリー
が現れます。

バビロンがBC605年に襲ってきた時も、
BC597年に襲ってきた時も、彼らは神殿を
破壊していません。分捕り物を持っていきま
したが、神殿はシャカイナグローリーがご
臨在される限り破壊できません。

二度目にバビロンが襲ってきた後、イス
ラエルの民が偶像礼拝をやめないので、
シャカイナグローリーが神殿の東向きの門
から出ていかれました。この門は現在、黄
金の門と呼ばれている門です。シャカイナグ
ローリーは、後ろ髪を引かれるような思いで、
ゆっくりと去っていかれました。このシャカ
イナグローリーは、バビロンから帰還してエ
ルサレムに再建した第二神殿には戻られま
せんでした。

現在、第三神殿が間もなく建つと言うう
わさが流れていますが、第三神殿は、神様
が再建される神殿ではなく、反キリストが
世界平和を納得させて、ユダヤ人のための
第三神殿を建てるのだと考えられます。

エゼキエル書43章1節と2節、「彼は私
を東向きの門に連れて行った。すると、イ
スラエルの神の栄光が東のほうから現れた。
その音は大水のとどろきのようであって、地
はその栄光で輝いた」

メシア王国（千年王国）で新しく神殿が建
つ時には、主によって建てられる第四神殿
です。

エゼキエル書44章1節と2節、「彼が私を
聖所の東向きの外の門に連れ戻ると、門は
閉じていた。主は私に仰せられた。「この門
は閉じたままにしておけ。あけてはならない。
だれもここから入ってはならない。イスラエル
の神、主がここから入られたからだ。これ
は閉じたままにしておかなければならない」
「この門は閉じたままにしておけ。あけては
ならない」（エゼ44:2）と、ソロモンの神殿
から去っていかれた同じ東の門から、シャ
カイナグローリーが入ってこられます。そし
て、シャカイナグローリーは、再び出てい
かれることはないことを象徴として、東の門
は閉じられています。

世界中からシャカイナグローリーを求め
て、人々が捧げ物を携えて、エルサレムに
上る様子が浮かんできます。エゼキエル書
では、メシア王国（千年王国）でいけにえが
捧げられています。メシア王国（千年王国）
では、ほとんどの人々が死を経験しません。

神の小羊として、全人類のためにいけに
えとなられ、罪のない神様ご自身が罪を背
負って死なれたことは、メシア王国（千年王
国）で、生まれた者たちには理解しがたいこ
とでしょう。ゆえに、罪を犯した者がいけ
にえを捧げ、動物の死を通してイエス・キリ
ストのあがないの尊さ、その意味を十分に

寿命の満ちない老人もない。百歳で死ぬ者
は若かったとされ、百歳にならないで死ぬ
者は、のろわれた者とされる」と言っています。

メシア王国（千年王国）では栄光の御体を
頂いている者と、この世と同じ肉体で百歳
まで生きている者がいます。後者の者は、
イエス様の福音を求め、イエス様の救いを
頂かなければ永遠の命を受けられないので
す。百歳にならずに最後まで神様に背いて
きた者は、メシア王国（千年王国）に生きて
いても、永遠の命を頂くことはできません。
ですから、メシア王国(千年王国)では栄
光の体をもつ者は、生身 の体の未信者の
人々に福音を伝え、伝道し、 千年間、聖書
の学びがあるとも考えられます。

　

サタンが解放される
ヨハネの黙示録20章7節から10節、「し

かし千年の終わりに、サタンはその牢から
解き放され、地の四方にある諸国の民、す
なわち、ゴグとマゴグを惑わすために出て
行き、戦いのために彼らを召集する。彼ら
の数は海べの砂のようである。 彼らは、地
上の広い平地に上って来て、聖徒たちの陣
営と愛された都とを取り囲んだ。すると、
天から火が降って来て、彼らを焼き尽くした。
そして、彼らを惑わした悪魔は火と硫黄と
の池に投げ込まれた。そこは獣も、にせ預
言者もいる所で、彼らは永遠に昼も夜も苦
しみを受ける」

知っていくことなのです。現在にいる私たちは、
人間も生き物も死亡率100％の時代ですか
ら、聖餐式だけで十分にイエス様のあがな
いを理解することができます。

メシア王国（千年王国）の
終わり

エゼキエル書47章12節、「川のほとり、
その両岸には、あらゆる果樹が生長し、そ
の葉も枯れず、実も絶えることがなく、毎月、
新しい実をつける。その水が聖所から流れ
出ているからである。その実は食物となり、
その葉は薬となる」と書かれています。これ
は、「命の木」だとは記されていませんが、

「毎月、新しい実がなり葉は薬となる」とさ
れています。ですから毎年、仮庵の祭りの
時に、エルサレムに上ってくる者は、薬とな
る薬草を持って帰ることでしょう。神殿の下
から流れる生ける水によって木の実は育ち、
その果実はとてもおいしくて体に良いもので
しょう。

メシア王国（千年王国）で神様に逆らって
いる者たちは、エルサレムに上りませんから、
これらの良い物を頂いていないことになりま
す。それゆえに、生身の体で生きているも
のは百歳になる前に死んでしまうと考えら
れます。イザヤ書65章20節に預言されて
いるメシア王国（千年王国）の箇所では、「そ
こにはもう、数日しか生きない乳飲み子も、

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、
B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を
設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』
主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンス

今月は、神の御国に建つ第四神殿について共に学んでまいりましょう。

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人 は々幸いである。
時が近づいているからである。黙示録1:3

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 37 ―その29未来の預言

信者と不信者が
入り交じる
千年王国
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「千年の終わりに、サタンはその牢から解
き放され」（黙20:7）とあります。メシア王
国（千年王国）で生まれた人々で、百歳以上
で生きている者たちは、神様を信じて礼拝
している人 （々聖徒）だと考えられます。

また、「地の四方にある諸国の民、すな
わち、ゴグとマゴグを惑わすために出て行き、
戦いのために彼らを召集する」（黙20:8）と
言われています。ここで、千年間、底知れ
ぬ所で閉じ込められていたサタンが出てくる
ことを神様は許可されます。サタンは民を
激しく惑わし、再び神様に戦いをいどみます。

「彼らは、地上の広い平地に上って来て、
聖徒たちの陣営と愛された都とを取り囲ん
だ」（黙20:9）とあり、その陣営とはエルサ
レムであると考えられます。このゴグとマゴ
グの戦いは天の神様によってサタンの側に
集結した堕落した者たちすべてが瞬時に天
から降ってきた火で焼き殺されます。そして
サタンは火と硫黄の池に投げ込まれ、1千
年前にすでに獣も偽預言者もそこに入って
います。

聖書では、エゼキエル書38章39章の、「ゴ
グとマゴグ」の戦いと、ヨハネの黙示録20章
8節の、「マゴグのゴグ」という戦いの二つの

「ゴグとマゴグ」のことが記されています。
まず、エゼキエル書38章の「ゴグ」とは

王の名称です。エジプトの国王をパロと言
うように、マゴグの国王はゴグと言います。
一方、ヨハネの黙示録20章8節に書かれて
いる「ゴグ、マゴグ」は、エゼキエル書38章

大きな白い御座と、そこに着座しておられる
方を見た。地も天もその御前から逃げ去っ
て、あとかたもなくなった」
「地も天もその御前から逃げ去って、あと
かたもなくなった」（黙20:11）とあります。
白い御座では、イエス様が裁き主としてそ
の御座に着座されます。そして、イエス様
のご臨在なさる「白い御座」以外は、すべて
なくなっています。

そこでイエス様に裁かれる者は、イエス
様の救いを受け取っておらず、メシア王国

（千年王国）の間、眠っていて千年が来たら
復活します。これらの人は「第二の復活」を
した未信者、イエス様の救いを信じなかっ
た人々です。最後にはイエス様の裁きを経て、
火の池に投げ込まれることになる者もいる
と記されています。
「それから、死とハデスとは、火の池に投げ
込まれた。これが第二の死である。いのち
の書に名のしるされていない者はみな、こ
の火の池に投げ込まれた」（黙20:14～15）

ここでは、白い御座が地も天もその御前
から逃げ去って、あとかたもなくなっていま
す。しかし、天国と地球がなくなったので
はありません。メシア王国（千年王国）以前
に、ヨブ記に記されているような、サタンが
出入りしていた汚れた天国はなくなっていま
す。そして、現在の地球の天も地も、新し
くきよめられた状態であると考えられます。

「また私は、新しい天と新しい地とを見た。
以前の天と、以前の地は過ぎ去り、もはや
海もない。」黙示録21章1節

と39章に書かれている国とは、異なった国
だと考えられます。マゴグはカスピ海と黒海
の間にある国を表しています。サタンがメシ
ア王国（千年王国）の最後に、諸国の民を召
集する場所が、同じ場所なのかもしれません。

イザヤ書2章2節と3節、「終わりの日に、
主の家の山は、山々の頂に堅く立ち、丘々
よりもそびえ立ち、すべての国々がそこに流
れて来る。多くの民が来て言う。『さあ、主
の山、ヤコブの神の家に上ろう。主はご自
分の道を、私たちに教えてくださる。私た
ちはその小道を歩もう。』それは、シオンか
らみおしえが出、エルサレムから主のことば
が出るからだ」

この預言では、現在のエルサレムと、メ
シア王国（千年王国）のエルサレムは、ずい
ぶん地形が違います。エルサレムのモリヤ
の山（神殿の丘）は、オリーブ山よりもヘブ
ロンの山よりも低いのです。しかし、メシア
王国（千年王国）では、「主の家の山は、山々
の頂に堅く立ち、丘々よりもそびえ立ち」（イ
ザ2:2）と記されており、モリヤの山が一番
高くなるという預言です。

ここではもう、人間の世界で神様に反抗
するものはいなくなりました。また、霊の世
界で人間を惑わすものも、すべていなくな
りました。

白い御座の裁き
ヨハネの黙示録20章11節、「また私は、

は「異邦人の時」の時代です。イエス様は、
「異邦人の時が終わるまで、エルサレムは異
邦人に踏み荒らされます」（ルカ21:24）と
おっしゃいました。

現在ではイスラエルが再建され、エルサ
レムはユダヤ人によって管理されています。
しかし神殿の丘は、岩のドームとモスクが
あり、ユダヤ人が入ることは許されていません。

第三神殿が建つ時、ユダヤ人が神殿の丘
に入ることが許される期間ですが、これは
反キリストの支配下にある時期です。ユダ
ヤ人は、反キリストを自分たちが待ちに待っ
ていたメシアだと思い込み、反キリストと7
年間の契約をするでしょう。そこからが大
患難時代です。それによって、神殿の丘に
入ることが許され、第三神殿を建てますが、
反キリストに乗っ取られてしまいます。

異邦人の時が終わるのが、イエス様のご

メシア王国（千年王国）に
建つ第四神殿
（新改訳第三版使用）

メシア王国（千年王国）で神殿が再建され
ます。

ソロモンの神殿に神様の栄光、シャカイ
ナグローリーが入ってこられました。ソロモ
ンの神殿に現れたシャカイナグローリーは、
イスラエルの民が偶像礼拝を行っていること
で、心を痛めておられましたが、ずっとご
臨在なさいました。

民の偶像礼拝によって、エゼキエル書9
章から11章にかけて、神様の栄光は神殿
から去っていかれました。神殿の東の門から、
神様の栄光が去った後、バビロンが神殿を
破壊しました。そして民はバビロン捕囚と
なり、ダビデ王朝に終止符が打たれたのです。

そしてこの時から、「異邦人の時」が始ま
りました。イエス・キリストが到来されたの

再臨の時です。ご再臨の後、メシア王国（千
年王国）で再びダビデが王となり、神殿も
再建されます。再び、シャカイナグローリー
が現れます。

バビロンがBC605年に襲ってきた時も、
BC597年に襲ってきた時も、彼らは神殿を
破壊していません。分捕り物を持っていきま
したが、神殿はシャカイナグローリーがご
臨在される限り破壊できません。

二度目にバビロンが襲ってきた後、イス
ラエルの民が偶像礼拝をやめないので、
シャカイナグローリーが神殿の東向きの門
から出ていかれました。この門は現在、黄
金の門と呼ばれている門です。シャカイナグ
ローリーは、後ろ髪を引かれるような思いで、
ゆっくりと去っていかれました。このシャカ
イナグローリーは、バビロンから帰還してエ
ルサレムに再建した第二神殿には戻られま
せんでした。

現在、第三神殿が間もなく建つと言うう
わさが流れていますが、第三神殿は、神様
が再建される神殿ではなく、反キリストが
世界平和を納得させて、ユダヤ人のための
第三神殿を建てるのだと考えられます。

エゼキエル書43章1節と2節、「彼は私
を東向きの門に連れて行った。すると、イ
スラエルの神の栄光が東のほうから現れた。
その音は大水のとどろきのようであって、地
はその栄光で輝いた」

メシア王国（千年王国）で新しく神殿が建
つ時には、主によって建てられる第四神殿
です。

エゼキエル書44章1節と2節、「彼が私を
聖所の東向きの外の門に連れ戻ると、門は
閉じていた。主は私に仰せられた。「この門
は閉じたままにしておけ。あけてはならない。
だれもここから入ってはならない。イスラエル
の神、主がここから入られたからだ。これ
は閉じたままにしておかなければならない」
「この門は閉じたままにしておけ。あけては
ならない」（エゼ44:2）と、ソロモンの神殿
から去っていかれた同じ東の門から、シャ
カイナグローリーが入ってこられます。そし
て、シャカイナグローリーは、再び出てい
かれることはないことを象徴として、東の門
は閉じられています。

世界中からシャカイナグローリーを求め
て、人々が捧げ物を携えて、エルサレムに
上る様子が浮かんできます。エゼキエル書
では、メシア王国（千年王国）でいけにえが
捧げられています。メシア王国（千年王国）
では、ほとんどの人々が死を経験しません。

神の小羊として、全人類のためにいけに
えとなられ、罪のない神様ご自身が罪を背
負って死なれたことは、メシア王国（千年王
国）で、生まれた者たちには理解しがたいこ
とでしょう。ゆえに、罪を犯した者がいけ
にえを捧げ、動物の死を通してイエス・キリ
ストのあがないの尊さ、その意味を十分に

寿命の満ちない老人もない。百歳で死ぬ者
は若かったとされ、百歳にならないで死ぬ
者は、のろわれた者とされる」と言っています。

メシア王国（千年王国）では栄光の御体を
頂いている者と、この世と同じ肉体で百歳
まで生きている者がいます。後者の者は、
イエス様の福音を求め、イエス様の救いを
頂かなければ永遠の命を受けられないので
す。百歳にならずに最後まで神様に背いて
きた者は、メシア王国（千年王国）に生きて
いても、永遠の命を頂くことはできません。
ですから、メシア王国(千年王国)では栄
光の体をもつ者は、生身 の体の未信者の
人々に福音を伝え、伝道し、 千年間、聖書
の学びがあるとも考えられます。

　

サタンが解放される
ヨハネの黙示録20章7節から10節、「し

かし千年の終わりに、サタンはその牢から
解き放され、地の四方にある諸国の民、す
なわち、ゴグとマゴグを惑わすために出て
行き、戦いのために彼らを召集する。彼ら
の数は海べの砂のようである。 彼らは、地
上の広い平地に上って来て、聖徒たちの陣
営と愛された都とを取り囲んだ。すると、
天から火が降って来て、彼らを焼き尽くした。
そして、彼らを惑わした悪魔は火と硫黄と
の池に投げ込まれた。そこは獣も、にせ預
言者もいる所で、彼らは永遠に昼も夜も苦
しみを受ける」

知っていくことなのです。現在にいる私たちは、
人間も生き物も死亡率100％の時代ですか
ら、聖餐式だけで十分にイエス様のあがな
いを理解することができます。

メシア王国（千年王国）の
終わり

エゼキエル書47章12節、「川のほとり、
その両岸には、あらゆる果樹が生長し、そ
の葉も枯れず、実も絶えることがなく、毎月、
新しい実をつける。その水が聖所から流れ
出ているからである。その実は食物となり、
その葉は薬となる」と書かれています。これ
は、「命の木」だとは記されていませんが、

「毎月、新しい実がなり葉は薬となる」とさ
れています。ですから毎年、仮庵の祭りの
時に、エルサレムに上ってくる者は、薬とな
る薬草を持って帰ることでしょう。神殿の下
から流れる生ける水によって木の実は育ち、
その果実はとてもおいしくて体に良いもので
しょう。

メシア王国（千年王国）で神様に逆らって
いる者たちは、エルサレムに上りませんから、
これらの良い物を頂いていないことになりま
す。それゆえに、生身の体で生きているも
のは百歳になる前に死んでしまうと考えら
れます。イザヤ書65章20節に預言されて
いるメシア王国（千年王国）の箇所では、「そ
こにはもう、数日しか生きない乳飲み子も、

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、
B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を
設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』
主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンス

今月は、神の御国に建つ第四神殿について共に学んでまいりましょう。

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人 は々幸いである。
時が近づいているからである。黙示録1:3

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol. 37 ―その29未来の預言

信者と不信者が
入り交じる
千年王国
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「千年の終わりに、サタンはその牢から解
き放され」（黙20:7）とあります。メシア王
国（千年王国）で生まれた人々で、百歳以上
で生きている者たちは、神様を信じて礼拝
している人 （々聖徒）だと考えられます。

また、「地の四方にある諸国の民、すな
わち、ゴグとマゴグを惑わすために出て行き、
戦いのために彼らを召集する」（黙20:8）と
言われています。ここで、千年間、底知れ
ぬ所で閉じ込められていたサタンが出てくる
ことを神様は許可されます。サタンは民を
激しく惑わし、再び神様に戦いをいどみます。

「彼らは、地上の広い平地に上って来て、
聖徒たちの陣営と愛された都とを取り囲ん
だ」（黙20:9）とあり、その陣営とはエルサ
レムであると考えられます。このゴグとマゴ
グの戦いは天の神様によってサタンの側に
集結した堕落した者たちすべてが瞬時に天
から降ってきた火で焼き殺されます。そして
サタンは火と硫黄の池に投げ込まれ、1千
年前にすでに獣も偽預言者もそこに入って
います。

聖書では、エゼキエル書38章39章の、「ゴ
グとマゴグ」の戦いと、ヨハネの黙示録20章
8節の、「マゴグのゴグ」という戦いの二つの

「ゴグとマゴグ」のことが記されています。
まず、エゼキエル書38章の「ゴグ」とは

王の名称です。エジプトの国王をパロと言
うように、マゴグの国王はゴグと言います。
一方、ヨハネの黙示録20章8節に書かれて
いる「ゴグ、マゴグ」は、エゼキエル書38章

大きな白い御座と、そこに着座しておられる
方を見た。地も天もその御前から逃げ去っ
て、あとかたもなくなった」
「地も天もその御前から逃げ去って、あと
かたもなくなった」（黙20:11）とあります。
白い御座では、イエス様が裁き主としてそ
の御座に着座されます。そして、イエス様
のご臨在なさる「白い御座」以外は、すべて
なくなっています。

そこでイエス様に裁かれる者は、イエス
様の救いを受け取っておらず、メシア王国

（千年王国）の間、眠っていて千年が来たら
復活します。これらの人は「第二の復活」を
した未信者、イエス様の救いを信じなかっ
た人々です。最後にはイエス様の裁きを経て、
火の池に投げ込まれることになる者もいる
と記されています。
「それから、死とハデスとは、火の池に投げ
込まれた。これが第二の死である。いのち
の書に名のしるされていない者はみな、こ
の火の池に投げ込まれた」（黙20:14～15）

ここでは、白い御座が地も天もその御前
から逃げ去って、あとかたもなくなっていま
す。しかし、天国と地球がなくなったので
はありません。メシア王国（千年王国）以前
に、ヨブ記に記されているような、サタンが
出入りしていた汚れた天国はなくなっていま
す。そして、現在の地球の天も地も、新し
くきよめられた状態であると考えられます。

「また私は、新しい天と新しい地とを見た。
以前の天と、以前の地は過ぎ去り、もはや
海もない。」黙示録21章1節

と39章に書かれている国とは、異なった国
だと考えられます。マゴグはカスピ海と黒海
の間にある国を表しています。サタンがメシ
ア王国（千年王国）の最後に、諸国の民を召
集する場所が、同じ場所なのかもしれません。

イザヤ書2章2節と3節、「終わりの日に、
主の家の山は、山々の頂に堅く立ち、丘々
よりもそびえ立ち、すべての国々がそこに流
れて来る。多くの民が来て言う。『さあ、主
の山、ヤコブの神の家に上ろう。主はご自
分の道を、私たちに教えてくださる。私た
ちはその小道を歩もう。』それは、シオンか
らみおしえが出、エルサレムから主のことば
が出るからだ」

この預言では、現在のエルサレムと、メ
シア王国（千年王国）のエルサレムは、ずい
ぶん地形が違います。エルサレムのモリヤ
の山（神殿の丘）は、オリーブ山よりもヘブ
ロンの山よりも低いのです。しかし、メシア
王国（千年王国）では、「主の家の山は、山々
の頂に堅く立ち、丘々よりもそびえ立ち」（イ
ザ2:2）と記されており、モリヤの山が一番
高くなるという預言です。

ここではもう、人間の世界で神様に反抗
するものはいなくなりました。また、霊の世
界で人間を惑わすものも、すべていなくな
りました。

白い御座の裁き
ヨハネの黙示録20章11節、「また私は、

は「異邦人の時」の時代です。イエス様は、
「異邦人の時が終わるまで、エルサレムは異
邦人に踏み荒らされます」（ルカ21:24）と
おっしゃいました。

現在ではイスラエルが再建され、エルサ
レムはユダヤ人によって管理されています。
しかし神殿の丘は、岩のドームとモスクが
あり、ユダヤ人が入ることは許されていません。

第三神殿が建つ時、ユダヤ人が神殿の丘
に入ることが許される期間ですが、これは
反キリストの支配下にある時期です。ユダ
ヤ人は、反キリストを自分たちが待ちに待っ
ていたメシアだと思い込み、反キリストと7
年間の契約をするでしょう。そこからが大
患難時代です。それによって、神殿の丘に
入ることが許され、第三神殿を建てますが、
反キリストに乗っ取られてしまいます。

異邦人の時が終わるのが、イエス様のご

メシア王国（千年王国）に
建つ第四神殿
（新改訳第三版使用）

メシア王国（千年王国）で神殿が再建され
ます。

ソロモンの神殿に神様の栄光、シャカイ
ナグローリーが入ってこられました。ソロモ
ンの神殿に現れたシャカイナグローリーは、
イスラエルの民が偶像礼拝を行っていること
で、心を痛めておられましたが、ずっとご
臨在なさいました。

民の偶像礼拝によって、エゼキエル書9
章から11章にかけて、神様の栄光は神殿
から去っていかれました。神殿の東の門から、
神様の栄光が去った後、バビロンが神殿を
破壊しました。そして民はバビロン捕囚と
なり、ダビデ王朝に終止符が打たれたのです。

そしてこの時から、「異邦人の時」が始ま
りました。イエス・キリストが到来されたの

再臨の時です。ご再臨の後、メシア王国（千
年王国）で再びダビデが王となり、神殿も
再建されます。再び、シャカイナグローリー
が現れます。

バビロンがBC605年に襲ってきた時も、
BC597年に襲ってきた時も、彼らは神殿を
破壊していません。分捕り物を持っていきま
したが、神殿はシャカイナグローリーがご
臨在される限り破壊できません。

二度目にバビロンが襲ってきた後、イス
ラエルの民が偶像礼拝をやめないので、
シャカイナグローリーが神殿の東向きの門
から出ていかれました。この門は現在、黄
金の門と呼ばれている門です。シャカイナグ
ローリーは、後ろ髪を引かれるような思いで、
ゆっくりと去っていかれました。このシャカ
イナグローリーは、バビロンから帰還してエ
ルサレムに再建した第二神殿には戻られま
せんでした。

現在、第三神殿が間もなく建つと言うう
わさが流れていますが、第三神殿は、神様
が再建される神殿ではなく、反キリストが
世界平和を納得させて、ユダヤ人のための
第三神殿を建てるのだと考えられます。

エゼキエル書43章1節と2節、「彼は私
を東向きの門に連れて行った。すると、イ
スラエルの神の栄光が東のほうから現れた。
その音は大水のとどろきのようであって、地
はその栄光で輝いた」

メシア王国（千年王国）で新しく神殿が建
つ時には、主によって建てられる第四神殿
です。

エゼキエル書44章1節と2節、「彼が私を
聖所の東向きの外の門に連れ戻ると、門は
閉じていた。主は私に仰せられた。「この門
は閉じたままにしておけ。あけてはならない。
だれもここから入ってはならない。イスラエル
の神、主がここから入られたからだ。これ
は閉じたままにしておかなければならない」
「この門は閉じたままにしておけ。あけては
ならない」（エゼ44:2）と、ソロモンの神殿
から去っていかれた同じ東の門から、シャ
カイナグローリーが入ってこられます。そし
て、シャカイナグローリーは、再び出てい
かれることはないことを象徴として、東の門
は閉じられています。

世界中からシャカイナグローリーを求め
て、人々が捧げ物を携えて、エルサレムに
上る様子が浮かんできます。エゼキエル書
では、メシア王国（千年王国）でいけにえが
捧げられています。メシア王国（千年王国）
では、ほとんどの人々が死を経験しません。

神の小羊として、全人類のためにいけに
えとなられ、罪のない神様ご自身が罪を背
負って死なれたことは、メシア王国（千年王
国）で、生まれた者たちには理解しがたいこ
とでしょう。ゆえに、罪を犯した者がいけ
にえを捧げ、動物の死を通してイエス・キリ
ストのあがないの尊さ、その意味を十分に

寿命の満ちない老人もない。百歳で死ぬ者
は若かったとされ、百歳にならないで死ぬ
者は、のろわれた者とされる」と言っています。

メシア王国（千年王国）では栄光の御体を
頂いている者と、この世と同じ肉体で百歳
まで生きている者がいます。後者の者は、
イエス様の福音を求め、イエス様の救いを
頂かなければ永遠の命を受けられないので
す。百歳にならずに最後まで神様に背いて
きた者は、メシア王国（千年王国）に生きて
いても、永遠の命を頂くことはできません。
ですから、メシア王国(千年王国)では栄
光の体をもつ者は、生身 の体の未信者の
人々に福音を伝え、伝道し、 千年間、聖書
の学びがあるとも考えられます。

　

サタンが解放される
ヨハネの黙示録20章7節から10節、「し

かし千年の終わりに、サタンはその牢から
解き放され、地の四方にある諸国の民、す
なわち、ゴグとマゴグを惑わすために出て
行き、戦いのために彼らを召集する。彼ら
の数は海べの砂のようである。 彼らは、地
上の広い平地に上って来て、聖徒たちの陣
営と愛された都とを取り囲んだ。すると、
天から火が降って来て、彼らを焼き尽くした。
そして、彼らを惑わした悪魔は火と硫黄と
の池に投げ込まれた。そこは獣も、にせ預
言者もいる所で、彼らは永遠に昼も夜も苦
しみを受ける」

知っていくことなのです。現在にいる私たちは、
人間も生き物も死亡率100％の時代ですか
ら、聖餐式だけで十分にイエス様のあがな
いを理解することができます。

メシア王国（千年王国）の
終わり

エゼキエル書47章12節、「川のほとり、
その両岸には、あらゆる果樹が生長し、そ
の葉も枯れず、実も絶えることがなく、毎月、
新しい実をつける。その水が聖所から流れ
出ているからである。その実は食物となり、
その葉は薬となる」と書かれています。これ
は、「命の木」だとは記されていませんが、

「毎月、新しい実がなり葉は薬となる」とさ
れています。ですから毎年、仮庵の祭りの
時に、エルサレムに上ってくる者は、薬とな
る薬草を持って帰ることでしょう。神殿の下
から流れる生ける水によって木の実は育ち、
その果実はとてもおいしくて体に良いもので
しょう。

メシア王国（千年王国）で神様に逆らって
いる者たちは、エルサレムに上りませんから、
これらの良い物を頂いていないことになりま
す。それゆえに、生身の体で生きているも
のは百歳になる前に死んでしまうと考えら
れます。イザヤ書65章20節に預言されて
いるメシア王国（千年王国）の箇所では、「そ
こにはもう、数日しか生きない乳飲み子も、

God’s Plan. God’s Vision. God’s Dream.

「オメガプレミアム・グレイスツアー」を
送り出してくださった皆様に感謝

2023年7月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

しかし、あなたがたの目は見ているから幸いです。また、あなたがたの耳は聞いているから幸いです。まことに、
あなたがたに言います。多くの預言者や義人たちが、あなたがたが見ているものを見たいと切に願ったのに、見られず、
あなたがたが聞いていることを聞きたいと切に願ったのに、聞けませんでした。

マタイの福音書13章16～17節

イエス様が、湖のほとりで、種まきのたとえについてお話ししている時に、続けて語られた聖書のことばです。
今から約 2 千年前、罪なき神の小羊として十字架にお架かりになる前、イエス様は、当時のユダヤ人たちが悟り
やすいように、神の国について、たとえを用いて教えてくださいました。

そして、現在、イエス様は、十字架のあがないの業を成し遂げられ、墓に葬られ、3日目に墓から蘇り、天に昇り、
全能の神の右に座しておられます。そして、私たちに、約束の助け主、聖霊を注いでくださって、いつでも、どこで
もイエス様の御名によって祈る特権を与えてくださいました。

私たちは、歴史上、最も神の国についての啓示がひらかれ、聖書の預言が実現した時代に生かされています。これらは、
偶然ではなく、神の必然によるものです。

あなたがたは、人を再び恐怖に陥れる、奴隷の霊を受けたのではなく、子とする御霊を受けたのです。この御霊
によって、私たちは「アバ、父」と叫びます。

ローマ人への手紙8章15節

神を愛する人たち、すなわち、神のご計画にしたがって召された人たちのためには、すべてのことがともに働いて
益となることを、私たちは知っています。

ローマ人への手紙8章28節

第4回オメガプレミアム・グレイスツアー「主を待ち望む信仰の旅、主を愛する心を深める旅」参加者の皆様、
送り出してくださったご家族様、教会、職場や友人の皆様、読者の皆様、関係者各位すべての祈りと愛、献身と
信頼によって、無事に帰国いたしました。お祈りをありがとうございます。

神のことばは生きています。主は生きておられます。これから、ますますみことばが生きて働き、神の国の法則に
よって多くの祝福と恵みの実が結ばれ続けることを心より感謝し、主への栄光の賛美を捧げます。

良い地に蒔かれたものとは、みことばを聞いて悟る人のことです。本当に実を結び、あるものは百倍、あるものは
六十倍、あるものは三十倍の実を結びます。

マタイの福音書13章23節

また、引き続き、オメガグレイス・プロジェクト2030 ― 7年の恵みの年― のビジョンと活動を一歩一歩、神の時の
ペースで推進していくことができますよう、共にお祈りいただければ幸いです。

また私は、新しい天と新しい地とを見た。
以前の天と、以前の地は過ぎ去り、もはや海もない。

ヨハネの黙示録 21章1節

よみがえ
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「千年の終わりに、サタンはその牢から解
き放され」（黙20:7）とあります。メシア王
国（千年王国）で生まれた人々で、百歳以上
で生きている者たちは、神様を信じて礼拝
している人 （々聖徒）だと考えられます。

また、「地の四方にある諸国の民、すな
わち、ゴグとマゴグを惑わすために出て行き、
戦いのために彼らを召集する」（黙20:8）と
言われています。ここで、千年間、底知れ
ぬ所で閉じ込められていたサタンが出てくる
ことを神様は許可されます。サタンは民を
激しく惑わし、再び神様に戦いをいどみます。

「彼らは、地上の広い平地に上って来て、
聖徒たちの陣営と愛された都とを取り囲ん
だ」（黙20:9）とあり、その陣営とはエルサ
レムであると考えられます。このゴグとマゴ
グの戦いは天の神様によってサタンの側に
集結した堕落した者たちすべてが瞬時に天
から降ってきた火で焼き殺されます。そして
サタンは火と硫黄の池に投げ込まれ、1千
年前にすでに獣も偽預言者もそこに入って
います。

聖書では、エゼキエル書38章39章の、「ゴ
グとマゴグ」の戦いと、ヨハネの黙示録20章
8節の、「マゴグのゴグ」という戦いの二つの

「ゴグとマゴグ」のことが記されています。
まず、エゼキエル書38章の「ゴグ」とは

王の名称です。エジプトの国王をパロと言
うように、マゴグの国王はゴグと言います。
一方、ヨハネの黙示録20章8節に書かれて
いる「ゴグ、マゴグ」は、エゼキエル書38章

大きな白い御座と、そこに着座しておられる
方を見た。地も天もその御前から逃げ去っ
て、あとかたもなくなった」
「地も天もその御前から逃げ去って、あと
かたもなくなった」（黙20:11）とあります。
白い御座では、イエス様が裁き主としてそ
の御座に着座されます。そして、イエス様
のご臨在なさる「白い御座」以外は、すべて
なくなっています。

そこでイエス様に裁かれる者は、イエス
様の救いを受け取っておらず、メシア王国

（千年王国）の間、眠っていて千年が来たら
復活します。これらの人は「第二の復活」を
した未信者、イエス様の救いを信じなかっ
た人々です。最後にはイエス様の裁きを経て、
火の池に投げ込まれることになる者もいる
と記されています。
「それから、死とハデスとは、火の池に投げ
込まれた。これが第二の死である。いのち
の書に名のしるされていない者はみな、こ
の火の池に投げ込まれた」（黙20:14～15）

ここでは、白い御座が地も天もその御前
から逃げ去って、あとかたもなくなっていま
す。しかし、天国と地球がなくなったので
はありません。メシア王国（千年王国）以前
に、ヨブ記に記されているような、サタンが
出入りしていた汚れた天国はなくなっていま
す。そして、現在の地球の天も地も、新し
くきよめられた状態であると考えられます。

「また私は、新しい天と新しい地とを見た。
以前の天と、以前の地は過ぎ去り、もはや
海もない。」黙示録21章1節

と39章に書かれている国とは、異なった国
だと考えられます。マゴグはカスピ海と黒海
の間にある国を表しています。サタンがメシ
ア王国（千年王国）の最後に、諸国の民を召
集する場所が、同じ場所なのかもしれません。

イザヤ書2章2節と3節、「終わりの日に、
主の家の山は、山々の頂に堅く立ち、丘々
よりもそびえ立ち、すべての国々がそこに流
れて来る。多くの民が来て言う。『さあ、主
の山、ヤコブの神の家に上ろう。主はご自
分の道を、私たちに教えてくださる。私た
ちはその小道を歩もう。』それは、シオンか
らみおしえが出、エルサレムから主のことば
が出るからだ」

この預言では、現在のエルサレムと、メ
シア王国（千年王国）のエルサレムは、ずい
ぶん地形が違います。エルサレムのモリヤ
の山（神殿の丘）は、オリーブ山よりもヘブ
ロンの山よりも低いのです。しかし、メシア
王国（千年王国）では、「主の家の山は、山々
の頂に堅く立ち、丘々よりもそびえ立ち」（イ
ザ2:2）と記されており、モリヤの山が一番
高くなるという預言です。

ここではもう、人間の世界で神様に反抗
するものはいなくなりました。また、霊の世
界で人間を惑わすものも、すべていなくな
りました。

白い御座の裁き
ヨハネの黙示録20章11節、「また私は、

は「異邦人の時」の時代です。イエス様は、
「異邦人の時が終わるまで、エルサレムは異
邦人に踏み荒らされます」（ルカ21:24）と
おっしゃいました。

現在ではイスラエルが再建され、エルサ
レムはユダヤ人によって管理されています。
しかし神殿の丘は、岩のドームとモスクが
あり、ユダヤ人が入ることは許されていません。

第三神殿が建つ時、ユダヤ人が神殿の丘
に入ることが許される期間ですが、これは
反キリストの支配下にある時期です。ユダ
ヤ人は、反キリストを自分たちが待ちに待っ
ていたメシアだと思い込み、反キリストと7
年間の契約をするでしょう。そこからが大
患難時代です。それによって、神殿の丘に
入ることが許され、第三神殿を建てますが、
反キリストに乗っ取られてしまいます。

異邦人の時が終わるのが、イエス様のご

メシア王国（千年王国）に
建つ第四神殿
（新改訳第三版使用）

メシア王国（千年王国）で神殿が再建され
ます。

ソロモンの神殿に神様の栄光、シャカイ
ナグローリーが入ってこられました。ソロモ
ンの神殿に現れたシャカイナグローリーは、
イスラエルの民が偶像礼拝を行っていること
で、心を痛めておられましたが、ずっとご
臨在なさいました。

民の偶像礼拝によって、エゼキエル書9
章から11章にかけて、神様の栄光は神殿
から去っていかれました。神殿の東の門から、
神様の栄光が去った後、バビロンが神殿を
破壊しました。そして民はバビロン捕囚と
なり、ダビデ王朝に終止符が打たれたのです。

そしてこの時から、「異邦人の時」が始ま
りました。イエス・キリストが到来されたの

再臨の時です。ご再臨の後、メシア王国（千
年王国）で再びダビデが王となり、神殿も
再建されます。再び、シャカイナグローリー
が現れます。

バビロンがBC605年に襲ってきた時も、
BC597年に襲ってきた時も、彼らは神殿を
破壊していません。分捕り物を持っていきま
したが、神殿はシャカイナグローリーがご
臨在される限り破壊できません。

二度目にバビロンが襲ってきた後、イス
ラエルの民が偶像礼拝をやめないので、
シャカイナグローリーが神殿の東向きの門
から出ていかれました。この門は現在、黄
金の門と呼ばれている門です。シャカイナグ
ローリーは、後ろ髪を引かれるような思いで、
ゆっくりと去っていかれました。このシャカ
イナグローリーは、バビロンから帰還してエ
ルサレムに再建した第二神殿には戻られま
せんでした。

現在、第三神殿が間もなく建つと言うう
わさが流れていますが、第三神殿は、神様
が再建される神殿ではなく、反キリストが
世界平和を納得させて、ユダヤ人のための
第三神殿を建てるのだと考えられます。

エゼキエル書43章1節と2節、「彼は私
を東向きの門に連れて行った。すると、イ
スラエルの神の栄光が東のほうから現れた。
その音は大水のとどろきのようであって、地
はその栄光で輝いた」

メシア王国（千年王国）で新しく神殿が建
つ時には、主によって建てられる第四神殿
です。

エゼキエル書44章1節と2節、「彼が私を
聖所の東向きの外の門に連れ戻ると、門は
閉じていた。主は私に仰せられた。「この門
は閉じたままにしておけ。あけてはならない。
だれもここから入ってはならない。イスラエル
の神、主がここから入られたからだ。これ
は閉じたままにしておかなければならない」
「この門は閉じたままにしておけ。あけては
ならない」（エゼ44:2）と、ソロモンの神殿
から去っていかれた同じ東の門から、シャ
カイナグローリーが入ってこられます。そし
て、シャカイナグローリーは、再び出てい
かれることはないことを象徴として、東の門
は閉じられています。

世界中からシャカイナグローリーを求め
て、人々が捧げ物を携えて、エルサレムに
上る様子が浮かんできます。エゼキエル書
では、メシア王国（千年王国）でいけにえが
捧げられています。メシア王国（千年王国）
では、ほとんどの人々が死を経験しません。

神の小羊として、全人類のためにいけに
えとなられ、罪のない神様ご自身が罪を背
負って死なれたことは、メシア王国（千年王
国）で、生まれた者たちには理解しがたいこ
とでしょう。ゆえに、罪を犯した者がいけ
にえを捧げ、動物の死を通してイエス・キリ
ストのあがないの尊さ、その意味を十分に

寿命の満ちない老人もない。百歳で死ぬ者
は若かったとされ、百歳にならないで死ぬ
者は、のろわれた者とされる」と言っています。

メシア王国（千年王国）では栄光の御体を
頂いている者と、この世と同じ肉体で百歳
まで生きている者がいます。後者の者は、
イエス様の福音を求め、イエス様の救いを
頂かなければ永遠の命を受けられないので
す。百歳にならずに最後まで神様に背いて
きた者は、メシア王国（千年王国）に生きて
いても、永遠の命を頂くことはできません。
ですから、メシア王国(千年王国)では栄
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God’s Plan. God’s Vision. God’s Dream.

「オメガプレミアム・グレイスツアー」を
送り出してくださった皆様に感謝

2023年7月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

しかし、あなたがたの目は見ているから幸いです。また、あなたがたの耳は聞いているから幸いです。まことに、
あなたがたに言います。多くの預言者や義人たちが、あなたがたが見ているものを見たいと切に願ったのに、見られず、
あなたがたが聞いていることを聞きたいと切に願ったのに、聞けませんでした。
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よみがえ
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今回のツアーを企画して下さった、栄子・スティーブンス先生を
はじめ、スタッフの皆さんの御労に心から感謝いたします。また、ご
一緒した旅の仲間たちにも心から感謝しています。おかげさまで、と
ても楽しい旅となりました。

私は、次の4つの願いをもって今回のツアーに参加しました。
    1　栄子先生から黙示録の講義をお聞きしたい。
    2　ユダヤ人が民族的な回心をする場所であるペトラを実際に

見てみたい。エルサレムからの距離感や空気感を味わいたい。
    3　イエス様とさらに深い交わりを持たせていただきたい。
    4　ツアーを通して得た恵みを教会のメンバーに分かち合いたい。

ツアーから帰ってきた今、神様が、これら一つ一つの祈りに応え
てくださったことを実感しています。ペトラという特別な地で、栄子
先生から黙示録の講義を頂いたことは貴重な体験となりました。これ
まで、曖昧だったことも明らかにされました。
また、講義の中で、ユダヤ人たちが、ペトラで民族的な回心をす

ることについて、改めて学ぶことができ感動しました。その時、ユダ
ヤ人に「恵みと嘆願の霊が注がれて」、ユダヤ人の指導者たちが先
に立って「祝福あれ、主の御名によって来られる方に」と言うように
なる。しかも、このことばは、神様に対してしか使わないことば、メ
シアを迎える時にのみ使うことば。これが「民族的な回心」というもの
であると教えていただきました。こうして、彼らがイエス様との民族的
交流を持つようになると、全員が個人的交流を持つようになるという
ことも知り、何と素晴らしいことかと思いました。

また、私がこれまで抱いてきた、神様への誤解も解けました。

これまで、黙示録を学びながら、神様の裁きの厳しさばかりが目に
留まっていました。しかし、栄子先生は、神様が、患難時代に「2
人の証人」と「14万4千人のユダヤ人伝道師たち」を遣わされるの
は、「最後の神の愛の力だ」と語られました。そのことを伺い、最後
の最後まで人 を々救いに導こうとしておられる神様の愛を、私も受け
取ることができました。
講義の後、オメガ・ジャパン代表の横田聖子先生から、「いかが

でしたか？」と声を掛けていただきました。私は、「素晴らしいセミナー
でした」と感謝の気持ちをお伝えしました。そして、私が、どのように
して旧約聖書や黙示録をさらに学びたいと願うようになったかなど、
これまでの経緯をお話ししました。
すると、お話ししている最中に、イエス様が私の心に語り掛けてく
ださいました。「わたしはあなたの祈りを聞いているよ」と。実は、こ
れまで、私は心のどこかに、「神様は私の祈りを聞いていてくださら
ないのではないか？」という思いを抱えていました。もちろん、頭では
そうではないと分かっているのですが、心でそれを受け取ることがで
きないでいました。イエス様と今一つ親しくなれないままだったので
す。長い間、そのことを妻からも指摘されていましたが、自分ではど
うにもならないことでした。そのため、私は、イエス様ともっと親しく
なることを願い続けてきました。そして、その祈りに神様が応えてくだ
さったのが、その時だったのです。涙があふれてきました。すると、
オメガ・ジャパンスタッフの笹岡薫さんが、私と教会の祝福を祈って
くださいました。
イエス様との親しい交わりを得てからのツアーは、さらに喜びに満
ちたものとなりました。帰国した今も、ツアーでの恵みの体験と共に、
イエス様と共にいる喜びの中にいます。今回参加させていただいたこ
とを心から感謝しています。

このたびは、第4回オメガプレミアム・グレイスツアーに参加させ
ていただき、ありがとうございました。今回、栄子・スティーブンス
先生に初めてお会いし、そのお人柄に触れることもできました。衰え
を知らないホスピタリティと、長年にわたって培ってこられた知識、ま
た霊的なリソースを惜しげもなく分かち合ってくださる姿勢に感銘を
受けました。
また、ツアースタッフの皆様の行き届いたご配慮のおかげで、楽

しく有意義な旅行となりました。参加メンバー同士、助け合いながら
過ごしたことも良い思い出です。この場をお借りして、同行してくだ
さったすべての皆様に心からの感謝を申し上げます。

私は、8年ほど前、伝道師としての働きに召されました。それ以来、
月1回のペースでメッセージを取り次がせていただいていますが、そ
の準備をする中で、旧約聖書が分からなければ、新約聖書を理解
することができないことを痛感しました。また、終末論に関しても、い
ろいろな立場や説がある中で、結局よく分からないという状態でした。
しかし、共同体のリーダーシップをとっている者として、自分なりに
確信を持って立ち位置を決める必要があると考えるようになりました。
共同体のメンバーが、永遠というゴールに焦点を当てて、今の現実を
生きることができるようになることが、私たち夫婦の願いとなりました。

その後、旧約聖書や黙示録を学ぶ機会を与えられ、夫とも話し
合い、祈りました。そのような中で、元々、聖書はユダヤ人に与えら
れたものだったということに目が開かれ、終末論における自分たちの
立ち位置も決まってきました。その過程で、栄子先生の著作や
DVDなども拝聴させていただき、ぜひ直接お話を伺ってみたい、疑
問に思うことを詳しく教えていただきたいと願うようになりました。
そんな折、今回のツアーの案内を頂きました。ヨルダンのペトラが、
患難時代後半において大きな役割を果たす場所であることは知って
いましたので、その場所がツアーに組み込まれていることが大きな魅
力でした。

今回のツアーでは、たくさんの恵みを頂きました。まず、何といっ
ても、ペトラに自分の足で立つことができたことです。また、シーク
の先にある「エル・ハズネ」の遺跡の前で、栄子先生が旧約聖書を
引いてメッセージしてくださったことも忘れられません。その日の午後
の「黙示録セミナー」では、栄子先生は、4時間ぶっ続けで立ちっ
ぱなしで、私たちに教えてくださいました。質問にも答えていただき、
本当に勉強になりました。
先生は、バスの中でも、また他の場所でも、たくさんのことを教え

てくださいましたが、質問にも丁寧に答えてくださいました。そして、
分からないことは、「分からない」とはっきり言ってくださり、また私の
理解の浅さに対しては、「それはちょっと違うんじゃないかな～」と優
しく諭してくださいました。

また、今回は、以前訪れたことのある場所も、その時々で違った
味わいがあることに気づきました。真夏の暑さは身体にこたえました
が、だからこそ、風を感じた旅でした。
山上の垂訓教会では、ガリラヤ湖から吹き上がってくる風に吹か

れながら、マタイの福音書5章からのメッセージを聴かせていただき
ました。まるで、実際にイエス様の語り掛けを聞いている群衆の一
人になったかのようでした。

エルサレムの「園の墓」の木陰では、べタニアのマリアについての
メッセージが語られました。彼女が、イエス様にナルド油を注いだ時
の話です。栄子先生が、彼女が持っていたような、香油を入れるた
めの小さな容器を持ってきてくださいました。私は、それを実際に拝
見することで、その中に入っていた香油が、マリアにとってどんなに
大きな意味を持っていたのかを、改めて深く知りました。マリアの、
イエス様に対する愛が惜しげなく注がれた時だったこと、マリアは、
自分を、そして自分の人生を捧げたこと、イエス様も、それを喜んで
くださったことを覚え、私もそうしたい、と思いました。そして、そう
する者は、イエス様と同じ香りを放つ者とされるという、その喜びで
満たされました。

また、今回、イスラエル現地ガイドの方が日本人であったことも感
謝でした。クリスチャンではない方でしたが、知識が豊富で、様々
なことを教えていただきました。特に、イスラエルで起きる地震に関
連して、ヨルダン地溝帯のことを知りたいと願っていたので、それに
ついて熱心に教えていただきました。
彼女が空港で私たち一行を見送ってくださった時、彼女を囲み、

みんなで心を合わせて彼女の祝福を祈りました。妙に別れ難い思い
にかられました。イスラエルで暮らしている彼女が、イエス様を信じ
て救われるように祈っていきたいです。

続いて、栄子先生とオメガ・ジャパンのお働きの祝福をお祈りし
ています。

ひろし ひろこ

桐生キリスト教会〔群馬県〕
杉﨑 弘／浩子

すぎざき

Omega Grace Letter Vol. 6

「第４回オメガプレミアム・グレイスツアー」
に参加して 杉﨑 浩子 先生

杉﨑 弘 先生（桐生キリスト教会〔群馬県〕）

イエス様が私の心に語り掛けてくださいました。
「わたしはあなたの祈りを聞いているよ」と。
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確信を持って立ち位置を決める必要があると考えるようになりました。
共同体のメンバーが、永遠というゴールに焦点を当てて、今の現実を
生きることができるようになることが、私たち夫婦の願いとなりました。

その後、旧約聖書や黙示録を学ぶ機会を与えられ、夫とも話し
合い、祈りました。そのような中で、元々、聖書はユダヤ人に与えら
れたものだったということに目が開かれ、終末論における自分たちの
立ち位置も決まってきました。その過程で、栄子先生の著作や
DVDなども拝聴させていただき、ぜひ直接お話を伺ってみたい、疑
問に思うことを詳しく教えていただきたいと願うようになりました。
そんな折、今回のツアーの案内を頂きました。ヨルダンのペトラが、
患難時代後半において大きな役割を果たす場所であることは知って
いましたので、その場所がツアーに組み込まれていることが大きな魅
力でした。

今回のツアーでは、たくさんの恵みを頂きました。まず、何といっ
ても、ペトラに自分の足で立つことができたことです。また、シーク
の先にある「エル・ハズネ」の遺跡の前で、栄子先生が旧約聖書を
引いてメッセージしてくださったことも忘れられません。その日の午後
の「黙示録セミナー」では、栄子先生は、4時間ぶっ続けで立ちっ
ぱなしで、私たちに教えてくださいました。質問にも答えていただき、
本当に勉強になりました。
先生は、バスの中でも、また他の場所でも、たくさんのことを教え

てくださいましたが、質問にも丁寧に答えてくださいました。そして、
分からないことは、「分からない」とはっきり言ってくださり、また私の
理解の浅さに対しては、「それはちょっと違うんじゃないかな～」と優
しく諭してくださいました。

また、今回は、以前訪れたことのある場所も、その時々で違った
味わいがあることに気づきました。真夏の暑さは身体にこたえました
が、だからこそ、風を感じた旅でした。
山上の垂訓教会では、ガリラヤ湖から吹き上がってくる風に吹か

れながら、マタイの福音書5章からのメッセージを聴かせていただき
ました。まるで、実際にイエス様の語り掛けを聞いている群衆の一
人になったかのようでした。

エルサレムの「園の墓」の木陰では、べタニアのマリアについての
メッセージが語られました。彼女が、イエス様にナルド油を注いだ時
の話です。栄子先生が、彼女が持っていたような、香油を入れるた
めの小さな容器を持ってきてくださいました。私は、それを実際に拝
見することで、その中に入っていた香油が、マリアにとってどんなに
大きな意味を持っていたのかを、改めて深く知りました。マリアの、
イエス様に対する愛が惜しげなく注がれた時だったこと、マリアは、
自分を、そして自分の人生を捧げたこと、イエス様も、それを喜んで
くださったことを覚え、私もそうしたい、と思いました。そして、そう
する者は、イエス様と同じ香りを放つ者とされるという、その喜びで
満たされました。

また、今回、イスラエル現地ガイドの方が日本人であったことも感
謝でした。クリスチャンではない方でしたが、知識が豊富で、様々
なことを教えていただきました。特に、イスラエルで起きる地震に関
連して、ヨルダン地溝帯のことを知りたいと願っていたので、それに
ついて熱心に教えていただきました。
彼女が空港で私たち一行を見送ってくださった時、彼女を囲み、

みんなで心を合わせて彼女の祝福を祈りました。妙に別れ難い思い
にかられました。イスラエルで暮らしている彼女が、イエス様を信じ
て救われるように祈っていきたいです。

続いて、栄子先生とオメガ・ジャパンのお働きの祝福をお祈りし
ています。

ひろし ひろこ

桐生キリスト教会〔群馬県〕
杉﨑 弘／浩子

すぎざき

Omega Grace Letter Vol. 6

「第４回オメガプレミアム・グレイスツアー」
に参加して 杉﨑 浩子 先生

杉﨑 弘 先生（桐生キリスト教会〔群馬県〕）

イエス様が私の心に語り掛けてくださいました。
「わたしはあなたの祈りを聞いているよ」と。
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恵みがいま、日本にあふれ出したことを痛感した  
「オメガプレミアム・グレイスツアー」を終えて。

とうたろう

ヴォイス・ファクトリイ株式会社代表
音楽プロデューサー

輪嶋 東太郎
わじま

なぜ、「プレミアム・グレイス
ツアー」なの？

今回の旅行にはオメガの後に「プレミアム・
グレイス」という枕詞が付けられていました。

「グレイス」は恵み、という意味ですが、「プレミ
アム」とは「上等な」とかいう意味で、普段慣れ
親しんでいるものより上の質であることを示す
ものです。

ではこのツアーは「プレミアム」だったので
しょうか？

答えは「断然YES！！」でした。私がこう言う
のは、何も私が「ナビゲーター」として参加して
いたからではありません。そのような役割を与
えていただきましたが、私も皆さんと全く同じ
状態で、いわば「参加者」と同じだったからです。

では、このツアーのどこがプレミアムだった
のでしょう。

それは一言で表現すれば、十字架に架から
れたイエス様の足跡をなぞる、いわゆる「過去
の巡礼の旅」ではなく、これからご再臨される
イエス様の姿を確認して「未来を確信する旅」
だった、ということだと思うのです。

世界中からイスラエルを訪れるキリスト者に
よるツアーの中で、未来のイエス様に会う、この
ようなツアーは一体どれほどあるのでしょう…。

そして、このツアーをさらにプレミアムなもの

イエス様を感謝し、主の御名を皆さんと共に賛美いたします。
6月5日から14日までの10日間、第4回「オメガ・ツアー」が行われました。
このニュースレター「Bride」を手にしていらっしゃる方の中にも、今回の
ツアーに参加された方がいらっしゃると思います。
前回この欄で、「来月より、さまざまな方との対談をお届けする」とお伝え
したのですが、今回のツアーのあまりの感動を皆さんとシェアせずには
いられない！ そんな思いを抑えきれず、今月はお約束に反して（お約束を
必ず実行される神様にもお許しいただけると信じて！）、ツアーを振り返る
回とさせていただくことにいたしました、ご了承くださいませ。

にしていたのは、参加者の皆さん自身だったと
いうことを、いま私はしみじみ感じています。

全国各地から今回のツアーに参加された
方々。「イスラエルに行ってみたい」という、一
般的にこの種の旅行に懐きがちな「観光を兼ね
て巡礼の旅に来た」という思いの方は、恐らく
一人もいらっしゃらなかったのではないでしょ
うか…そう思うほど、皆さんの決意と意気込み
に並々ならぬものを、旅行中何度も何度も感じ
たのです。ツアーの目的をしっかり受け取り、
そのためにどれほどの祈りを積まれて臨まれた
のか…。旅の道中に聞かせていただいた参加
者の皆さんの思いに、私は途中何度も何度も
胸が熱くなりました、「この方たちは主がお招
きになったに違いない」と。「ナビゲート役」と
して参加させていただいた私が、逆に皆さんに
よって霊的にガイドしていただいたような旅で
した。その意味で私は「ナビゲートされ役」でした。

旅は「誰とするか」がいかに大切かを、改め
て痛感させられました。

だから、このツアーはタイトルに偽りなし、
あらゆる意味において正真正銘の「プレミア
ム・ツアー」だったのです！

実に密度の濃い、スペシャルな瞬間瞬間の
連続で、まるで１日のうちに世界最高峰の料理を
フルコースで何度も頂くみたいな毎日に、私は
頭脳、感性のキャパ超えを感じながら夜を迎え、
興奮と感動に毎晩脳みそがヒートアップして寝
付けないかと思いきや、横になったその瞬間に

寝落ちしては、新しい自分になって次の日が始
まる、と言う10日間でした。

さらにもう一つ、忘れずに強調しなければな
らないことがあります。それはこのツアーを導
いてくださった栄子・スティーブンス先生の存
在、そして先生のその驚くばかりのエネルギー
とバイタリティーです。まさにそれは私たちの
想像をはるかに上回る、失礼ながら「信じがた
い」ほどのものでした。

さらに「バージョンアップ」した
栄子先生のパワー

私は前回のツアーにも参加させていただき
ました。

あれは3年以上前、この欄でも何回かお伝
えしてきましたが、世界的なコロナの流行が始
まるその瞬間に行われたもので、2020年2月の
ことでした。我々が帰国した翌日から、イスラ
エルは海外からの渡航者を一切シャットアウト
する状況になったという、まさに世界的変化の
ビフォーアフターの境目、そのような時でした。

あれから、世界はガラッと一変しました。そ
の間、最愛のご主人様ビル先生を天に送られ、
栄子先生ご自身も人生で最大級とも言える劇
的な変化をご経験されたのです。

レディのお年を口にするのは失礼だと知りつ
つ、あの時70代の後半だった栄子先生は80代
になられ、「内なる人」は主によって毎日新しく
されようとも、やはり「外なる人」は確実に3年分
衰えた…我が身と重ねるにつけ一抹の不安が

なかったと言えばうそになります。そんな不安
を覚えつつ、栄子先生の霊肉魂のすべてが守
られるように祈りを重ねてきたのです。

しかし！！（笑）

そんな心配は一気に初日から
こ

木っ
ぱみじん

端微塵に
吹き飛ばされてしまいました。栄子先生の、そ
の驚くばかりのエネルギーの周波数は、ツアー
最後まで一度も下がることも、途切れることも
なかったのです。各訪問地でなされるメッセー
ジ、聖書の解き明かし、みことばのシェアはもち
ろんのこと、揺れるバスの中でもマイクを持ち、
常に立ち上がって進行方向に背を向け、我々の
方を向いて、いまバスが通っているその場所そ
の場所が、聖書の中にどのように記されている
かをずっとお話しし続けてくださったのです。

栄子先生とご一緒させていただくようになっ
て以来、こんなにお元気で、みずみずしいと
いった表現がピッタリくるお姿は初めて拝見し
ました。これには、本当に心底驚嘆しました。

「心配してはいけない」というみことばに、頭
をゴツンとされたような思いでした。

今回のツアーでの栄子先生のお姿に、私は
「命を懸けて神様にお仕えする者」だけが持つ、
柔らかで、でも強烈な光を実際この目で見た
ような体験をしました。それを感じたのは私
一人だけでないと思います。毎日朝食会場
に降りて来られる栄子先生の姿を見た参加
者の方々から、思わず「わー、可愛らしい！」、

「わー、お綺麗」と感嘆の声が上がったことを
見てもわかります。

仕事上、私は歴史的な大プリマドンナたちと
過ごす機会を頂いてきましたが、彼女たちの持
つ、他では見たことのないような独特な光を目
にしてきました。それを一般的にはオーラとか
言うのでしょう。（ちなみにこのオーラと似た
ような使い方をされる“カリスマ”という言葉が
ありますが、その本来の意味は“聖霊の賜物”
ということだと知って、唸るほど納得したこと
があります）。今回栄子先生は、私が歴史的プ
リマドンナたちに感じたそれよりも何倍も強く
大きな光に包まれながら、ツアーの初めから終
わりまで私たちを導いてくださいました。その
姿を、私は生涯忘れることはないでしょう。

ツアー・ハイライトとなった、
ペトラ遺跡。
その目の前で行われた

「黙示録セミナー」

スペシャル、プレミアム、アメージング…どん
な言葉をもってきても足りないような毎日の中
でも、やはりそのピーク、まさにハイライトと
なったのはペトラのホテルで行われた栄子先
生による「黙示録セミナー」だったと、私は言い
切ることができます。参加者の皆さんからも

「ガッテン」を頂けることだと思うのです。それ
ほどの体験でした。

ペトラでの宿泊先であったモーベンピック

ホテルは、そのランクが五つ星の最高級である
こともさることながら、何よりも特別なのはそ
の立地です。ペトラ遺跡の目の前に位置してい
て、ホテルを出たらもう目の前が世界遺産ペト
ラの入り口です。ペトラが数軒先のすぐご近所
であるかのような場所にあるのはこのホテルだ
けで、世界中から予約の入るこのホテルを、40
人近くだった我々のために押さえるのはいかに
至難の業であったことか、想像に難くありませ
ん。主の恵みと、それを手配してくださったオ
メガ・ジャパンのツアー部、また今回現地の手
配をされた会社のホーリーランドツーリストセ
ンターさんに感謝せずにはいられません。

さてそのセミナー。

栄子先生の言葉をお借りすれば、「確実に聖
書預言が進んでいくのを見るような」、この3
年でした。前回のツアーでも同じ場所で栄子
先生によるこの「黙示録セミナー」を受けさせて
いただきましたが、その時とは私自身、明らか
に受け止め方が変わっていることに気づかされ
ました。聖書の完結編である黙示録に示され
た預言をもっと切実に、以前よりもっともっと
肌で感じる、と言えばよいでしょうか。

しゃまく

紗幕を
通してうっすらとぼんやり見ていた舞台の模様
が、もっとはっきり、くっきり見えて来るような、
まさにそんな感覚です。

以下はそのセミナーでオメガ・ジャパンから
配布された資料の中にあった参考聖句のほん
の一部ですが、皆さんとシェアさせてください。

■ゼパニヤ書2：3
「すべてこの国の、主のさばきを行う柔和な者
たちよ、主を尋ね求めよ。義を尋ね求めよ。
柔和さを尋ね求めよ。そうすれば、主の怒りの
日に、かくまってもらえるかもしれない」

■オバデヤ書1:2、3
「見よ。わたしはおまえを国々の中で小さい者、
ひどく蔑まれる者とする。岩の裂け目に住み、
高い所を住まいとする者よ。おまえの高慢は、
おまえ自身を欺いている。おまえは心の中で
言っている。『だれが私を地に引きずり降ろせ
るのか』と」

■イザヤ書34:5、6
「『まことに、天でわたしの剣は血に浸されて
いる。見よ。これがエドムの上に、わたしが聖
絶すると定めた民の上に下る。』主の剣は血で
満ち、脂肪で肥えている。子羊とやぎの血、雄
羊の腎臓の脂肪で。主がボツラでいけにえを
屠り、エドムの地で大虐殺をされるからだ」

■イザヤ書63:1～3
「『エドムから来るこの方はだれだろう。ボツ
ラから深紅の衣を着て来る方は。その装いに
は威光があり、大いなる力をもって進んで来
る。』『わたしは正義をもって語り、救いをもたら
す大いなる者。』『なぜ、あなたの装いは赤く、
衣はぶどう踏みをする者のようなのですか。』

『わたしはひとりでぶどう踏みをした。諸国の
民のうちで、事をともにする者はだれもいな
かった。わたしは怒って彼らを踏み、憤って彼
らを踏みにじった。彼らの血の滴りはわたしの
衣にはねかかり、わたしの装いをすっかり汚し
てしまった』」

これらの聖句だけでなく聖書には、これから
訪れる大患難時代の最後の3年半に渡り、生
き残ったユダヤの民を神様がヨルダンのペトラ
で養われることが預言されています（ボツラは
ヘブライ語、ペトラはギリシャ語）。そしてその
3年半の最後に彼らは「イエス様こそ、我々の
先祖の時代からずっと待ち続けていたメシア
だった」ということ、しかもそのお方を自分たち
の先祖が十字架に架け、預言のとおり突き刺し
て殺してしまったということに気づき、「初子を
失ったごとく」泣き崩れるように悔い改め、そし
て遂に「祝福あれ、主の御名において来られる
方に！」と、ユダヤ人がメシアを迎える時にのみ
使うこの特別なフレーズを叫んで、もう一度メ
シア（キリスト）であるイエス様の来臨を請い願
うのです。そうすると天が開け、イエス様のご
再臨！！ 人間が人間を治める残酷で、罪の蔓
延するサタンの支配にある今の世が終わり、

「完全なる愛」である神が人間を治める世界が
始まるのです。何と胸躍り、血湧き上がるほど
エキサイティングな瞬間でしょう！

同じ場所で受けた同じセミナーで、3年前と
は明らかに違う「切実さ」を感じたのはなぜな
のか…。私は少し不思議だったのです。確か
にこの3年で、以前よりずっと聖書の御言葉の
意味を深く受け取ることができるようになりま
した。そして、確かにこの3年、聖書預言が進
んでいく様を肌で感じてきました。それらが大
きな要因の一つである、ある、とは思います。

しかしそれにも増して今回そのような思いに
させられたのは、セミナーを受けられた参加者
の皆さんの反応だったように思います。その中
に、「終わりの時」に関する聖書預言を知らずに
はいられなくなった者の「霊的な飢え渇き」を
感じたからなのだと気づいたのです。

セミナー当日、私たちは早朝7時過ぎにホテ
ルを出発、午前中にペトラ遺跡を訪れました。
参加者の肉体的な負担が少しでも軽減される
ようにと、企画段階でも最大限かつ細心の配
慮の中で組まれた旅程スケジュールだとは言
え、実際灼熱の荒野をいく連日。しかも参加
者の中には、いわゆる後期高齢者のカテゴ
リーに含まれる方もかなりいらっしゃいました。
そのような私たちでしたが、有名な宝物殿のあ
る遺跡内部にたどり着くまでは、40分近くを歩
かなければなりません。

ところがこの日は前日の夜中に雨が降り、そ
の雨は我々が向かうころには霧雨のようになっ
て、気温がグッと下がりました。舗装されてお
らず、この時期には砂埃の舞う途中の道（シー
ク）が、何とも適度にしっとりと湿らせられてい
たのです。年間通してほとんど雨の降らない場
所で、しかも「その日」に、絶妙に「適量」な雨…。
主のなさることは、何と美しいことか！
（ちなみに、前回まではなかったのですが、道
中を電動のカートで送迎するサービスが始
まっていたことも、驚きと同時に感謝でした。
3年前には、特に復路で最後で待ち構える登り
の坂道が、疲れた体にかなりこたえました。出
発前、前回のことを思い出して、正直なところ

日本にあふれ出した恵み グレイスフル・ジャパン Vol. 2 少しブルーな気分になりそうだったのです。次
回参加される方には、健脚を誇る若者でさえも、
復路は是非このカートのご利用をお勧めした
いです、はい、かなり熱烈に。笑）

そのような守りの中で遺跡訪問を終え、昼
食後14時からセミナーは始まりました。「皆
さん、相当にお疲れだろうな」と思った心配は、
またもや、あっけなく吹き飛ばされました。セ
ミナーが進むにつれ、導き手である講師の栄
子先生だけでなく、受け手である参加者の皆
さんの熱量はどんどん上がり、セミナーの最後
には質問か止まることなく、何と予定時間を2
時間近くもオーバーしたのです。その質問の
一つ一つに、皆さんの飢え渇きを感じずには
いられませんでした。そして「このような終末
論に対する飢え渇きは、ここだけではなく、日
本全体に始まっているに違いない！」そう思わ
されたのです。数年前、もっと言えば、栄子先
生が日本全国を周りながら、終末論の大切さ
を叫び始めた何十年も前の時代、誰一人黙示
録なんて気にも留めなかった時代には、恐らく
想像さえできなかったことが、今、確実に起き
ている…その模様を栄子先生はどんな思いで
ご覧になっているのだろう…そう思うとますま
す熱いものが込み上げてきました。

アーティストと観客の双方向による交流で生
まれる最高の舞台芸術と同じ現象を目の当たり
にするようでした。イエス様のご再臨を「待ち
望む」だけでなく、まるで「ご再臨準備委員会」
が行われているのを見るような思いにさせられ、

「日本には確実にリバイバルが始まっている」と
いう感覚を強く与えられたセミナーでした。

またこのセミナーでは、参加者の1人であっ
たTBS元アナウンサーの秋沢淳子さんが、聖
書箇所の朗読をしてくださいました。心に響く、
聖書の場面に連れて行かれるような素晴らし
い朗読で、それがまた一層このセミナーに深さ
と彩りを与えるスペシャルなものにしてくれて
いたことも、大きな感謝でした。

参加者の一人で私の大切な友（前回栄子先
生が来日した際、沖縄で行われた黙示録の最
後の録音風景などを記録してくださった時に導
かれ、ツアー直前に洗礼を受けられました。
10年近くにわたり、お仕事でご一緒していた
彼がこうしてキリスト者となってツアーに参加
したのです、ハレルヤ！）が、今回オメガ・ジャ
パンからのリクエストに基づき、ツアーの一連
をすべて記録映像として撮影してくださいまし
た。このセミナーの映像もいつか、皆さんと
シェアできる日が来るのではないかと、心密か
に願いながら祈っています。

エクレシア（教会）の尊さ、
大切さを共有した時間

今でも忘れられないシーンがたくさん蘇って
きます。

前回に引き続き参加された和泉大（いずみひ
ろし）さんは、前回のツアーを通して与えられ
た思いから、その後すぐに牧師の道を歩き出さ
れ、現在は大分の教会でご奉仕されています。
同年末に洗礼を受けられた奥様と共に参加さ
れた今回のツアーでは、「和泉牧師」として、山
上の垂訓教会で、多くの方の頬に涙が伝うメッ
セージを取り次いでくださったことも、深く胸
に刻まれています。

「高齢なので、このツアーが決まった日から、
夫婦で毎日必ず4キロ歩くことを実践しました、
雨の日も、風の日も…」（四国のNさんご夫妻！）

「イスラエルには行ったことがあったのですが、
オメガのニュースレターや『シャロームイスラエ
ル』を通して栄子先生から終末のことを教えら
れ、どうしてもペトラに行きたい、という祈りが
叶えられて、今回参加できました」（途中体調を
崩されて、最終日はホテルに留まりながら、ど
んなにがっかりしているだろうと思ったら、帰
国翌日にウキウキで、次回も楽しみにしていま
す、とラインメッセージを下さったKさん！）

食事の時や歩きながらお聞きした参加者の
方の証しの数々。ここだけでは到底書き尽くす
ことはできません。

感動と、その感動による涙、うれしさ弾ける
笑顔、そして無邪気な笑い声。

今回のツアーで見た皆さんの幸福感にあふ
れた顔、顔、顔…皆さんの表情はいまだに私の
目に焼き付いています。心弾むような皆さんの
声は、今も耳の奥で心地よく響いています。

それはあの瞬間瞬間、常に「イエス様のご再
臨を確信し、待ち望み、その日に備える」ことの
喜びが、我々の中で通奏低音のように響き合っ
ていたからかもしれせん。帰国して1週間が経
ちましたが、私はまだあの時間の余韻にどっぷ
り浸ったままです。

あの10日間は、イエス様を救い主（キリス
ト）として迎え入れ、イエス様に従って生きるこ
とを喜びとして生きる者が集まったところに生
まれる喜びにあふれていました。そのような人
たちの集まりこそエクレシア、教会そのものな
のだと、深く深く感じました。栄子先生は今回
それを「透明な教会」と呼んでおられました。
透明…目には見えなくても、はっきりと感じる
ことのできる神様と同じ…透明な教会に集う家
族。それこそ本物の家族…その家族の尊さを
感謝せずにはいられない…そんな思いがあふ
れるのです。

教会の存在の目的が、よく言われるように
「神の栄光を表すこと」「教会の一員となった者
の霊を立て上げること」「大宣教命令に従うこ
と」であることからすれば、今回の10日間その
ものがまさに移動教室ならぬ、「移動教会」｡そ
こで受け取った感動はグレイス（恵み）として、
参加者の方々によって、それぞれの方が所属す
る教会を通して各地域に流れていくに違いない
…私はそう確信しているのです。

グレイス。それは「恵み」という意味。恵み
とは、イエスを自らの命の救い主、メシア（キリ
スト）として受け入れた人々に、一方的に与え
られる神様からの祝福です。それは一方的に
与えられるものであり、私が、あなたがどれだ
け良いことをしたから、とか、悪いことを行わ
なかったから、といったいわゆる「行い」や「わ
ざ」に応じて与えられるのではなく、神の子と
された者に無条件に等しく与えられる天の父
なる神様がくださる「愛」なのです。救いは行
いではなく「恵みと信仰」によって与えられる、
と述べられている聖書のみことばは、私のよう
な非優等生にとってどれほどの励ましでしょう
か。「私のような者でも救われた」と歌うアメー
ジング・グレイスの歌詞の通りなのです。

Amazing grace! How sweet the sound!
(何と驚くばかりの恵み。その響きの、何と優しいこと)

That saved the wretch like me.
(私のような惨めな者でも救われた）

I once was lost, but now I’m found.
(一度道を失った私、でも今こうして見いだされた）

Was blind, but now I see.
(かつては見えなかったこの目、でも今、はっきりと見える）

この詞を思うたびに、本当に救われる思いに
なります、私のような者でも救われる、のです
から…。イエス様の見えなかったお姿が、黙示
録でヨハネが残してくれた啓示のおかげで、
はっきりと見えるようになったからこそ与えら
れた境地なのかもしれません。

聖書が単に「宗教の本」ではなく、生きた神
の言葉が書かれた預言書であることを受け取
られている皆さんと共に、ますます終わりの時
に向けて、感謝の中で祈ることのできる喜びを、
ツアーを終えた私は改めて噛みしめながら、

「いよいよ、この恵みが日本中にあふれかえる」、
その様子を確かなものとして心に描いているの
です。



黙示録セミナー

0908

恵みがいま、日本にあふれ出したことを痛感した  
「オメガプレミアム・グレイスツアー」を終えて。
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なぜ、「プレミアム・グレイス
ツアー」なの？

今回の旅行にはオメガの後に「プレミアム・
グレイス」という枕詞が付けられていました。

「グレイス」は恵み、という意味ですが、「プレミ
アム」とは「上等な」とかいう意味で、普段慣れ
親しんでいるものより上の質であることを示す
ものです。

ではこのツアーは「プレミアム」だったので
しょうか？

答えは「断然YES！！」でした。私がこう言う
のは、何も私が「ナビゲーター」として参加して
いたからではありません。そのような役割を与
えていただきましたが、私も皆さんと全く同じ
状態で、いわば「参加者」と同じだったからです。

では、このツアーのどこがプレミアムだった
のでしょう。

それは一言で表現すれば、十字架に架から
れたイエス様の足跡をなぞる、いわゆる「過去
の巡礼の旅」ではなく、これからご再臨される
イエス様の姿を確認して「未来を確信する旅」
だった、ということだと思うのです。

世界中からイスラエルを訪れるキリスト者に
よるツアーの中で、未来のイエス様に会う、この
ようなツアーは一体どれほどあるのでしょう…。

そして、このツアーをさらにプレミアムなもの

イエス様を感謝し、主の御名を皆さんと共に賛美いたします。
6月5日から14日までの10日間、第4回「オメガ・ツアー」が行われました。
このニュースレター「Bride」を手にしていらっしゃる方の中にも、今回の
ツアーに参加された方がいらっしゃると思います。
前回この欄で、「来月より、さまざまな方との対談をお届けする」とお伝え
したのですが、今回のツアーのあまりの感動を皆さんとシェアせずには
いられない！ そんな思いを抑えきれず、今月はお約束に反して（お約束を
必ず実行される神様にもお許しいただけると信じて！）、ツアーを振り返る
回とさせていただくことにいたしました、ご了承くださいませ。

にしていたのは、参加者の皆さん自身だったと
いうことを、いま私はしみじみ感じています。

全国各地から今回のツアーに参加された
方々。「イスラエルに行ってみたい」という、一
般的にこの種の旅行に懐きがちな「観光を兼ね
て巡礼の旅に来た」という思いの方は、恐らく
一人もいらっしゃらなかったのではないでしょ
うか…そう思うほど、皆さんの決意と意気込み
に並々ならぬものを、旅行中何度も何度も感じ
たのです。ツアーの目的をしっかり受け取り、
そのためにどれほどの祈りを積まれて臨まれた
のか…。旅の道中に聞かせていただいた参加
者の皆さんの思いに、私は途中何度も何度も
胸が熱くなりました、「この方たちは主がお招
きになったに違いない」と。「ナビゲート役」と
して参加させていただいた私が、逆に皆さんに
よって霊的にガイドしていただいたような旅で
した。その意味で私は「ナビゲートされ役」でした。

旅は「誰とするか」がいかに大切かを、改め
て痛感させられました。

だから、このツアーはタイトルに偽りなし、
あらゆる意味において正真正銘の「プレミア
ム・ツアー」だったのです！

実に密度の濃い、スペシャルな瞬間瞬間の
連続で、まるで１日のうちに世界最高峰の料理を
フルコースで何度も頂くみたいな毎日に、私は
頭脳、感性のキャパ超えを感じながら夜を迎え、
興奮と感動に毎晩脳みそがヒートアップして寝
付けないかと思いきや、横になったその瞬間に

寝落ちしては、新しい自分になって次の日が始
まる、と言う10日間でした。

さらにもう一つ、忘れずに強調しなければな
らないことがあります。それはこのツアーを導
いてくださった栄子・スティーブンス先生の存
在、そして先生のその驚くばかりのエネルギー
とバイタリティーです。まさにそれは私たちの
想像をはるかに上回る、失礼ながら「信じがた
い」ほどのものでした。

さらに「バージョンアップ」した
栄子先生のパワー

私は前回のツアーにも参加させていただき
ました。

あれは3年以上前、この欄でも何回かお伝
えしてきましたが、世界的なコロナの流行が始
まるその瞬間に行われたもので、2020年2月の
ことでした。我々が帰国した翌日から、イスラ
エルは海外からの渡航者を一切シャットアウト
する状況になったという、まさに世界的変化の
ビフォーアフターの境目、そのような時でした。

あれから、世界はガラッと一変しました。そ
の間、最愛のご主人様ビル先生を天に送られ、
栄子先生ご自身も人生で最大級とも言える劇
的な変化をご経験されたのです。

レディのお年を口にするのは失礼だと知りつ
つ、あの時70代の後半だった栄子先生は80代
になられ、「内なる人」は主によって毎日新しく
されようとも、やはり「外なる人」は確実に3年分
衰えた…我が身と重ねるにつけ一抹の不安が

なかったと言えばうそになります。そんな不安
を覚えつつ、栄子先生の霊肉魂のすべてが守
られるように祈りを重ねてきたのです。

しかし！！（笑）

そんな心配は一気に初日から
こ

木っ
ぱみじん

端微塵に
吹き飛ばされてしまいました。栄子先生の、そ
の驚くばかりのエネルギーの周波数は、ツアー
最後まで一度も下がることも、途切れることも
なかったのです。各訪問地でなされるメッセー
ジ、聖書の解き明かし、みことばのシェアはもち
ろんのこと、揺れるバスの中でもマイクを持ち、
常に立ち上がって進行方向に背を向け、我々の
方を向いて、いまバスが通っているその場所そ
の場所が、聖書の中にどのように記されている
かをずっとお話しし続けてくださったのです。

栄子先生とご一緒させていただくようになっ
て以来、こんなにお元気で、みずみずしいと
いった表現がピッタリくるお姿は初めて拝見し
ました。これには、本当に心底驚嘆しました。

「心配してはいけない」というみことばに、頭
をゴツンとされたような思いでした。

今回のツアーでの栄子先生のお姿に、私は
「命を懸けて神様にお仕えする者」だけが持つ、
柔らかで、でも強烈な光を実際この目で見た
ような体験をしました。それを感じたのは私
一人だけでないと思います。毎日朝食会場
に降りて来られる栄子先生の姿を見た参加
者の方々から、思わず「わー、可愛らしい！」、

「わー、お綺麗」と感嘆の声が上がったことを
見てもわかります。

仕事上、私は歴史的な大プリマドンナたちと
過ごす機会を頂いてきましたが、彼女たちの持
つ、他では見たことのないような独特な光を目
にしてきました。それを一般的にはオーラとか
言うのでしょう。（ちなみにこのオーラと似た
ような使い方をされる“カリスマ”という言葉が
ありますが、その本来の意味は“聖霊の賜物”
ということだと知って、唸るほど納得したこと
があります）。今回栄子先生は、私が歴史的プ
リマドンナたちに感じたそれよりも何倍も強く
大きな光に包まれながら、ツアーの初めから終
わりまで私たちを導いてくださいました。その
姿を、私は生涯忘れることはないでしょう。

ツアー・ハイライトとなった、
ペトラ遺跡。
その目の前で行われた

「黙示録セミナー」

スペシャル、プレミアム、アメージング…どん
な言葉をもってきても足りないような毎日の中
でも、やはりそのピーク、まさにハイライトと
なったのはペトラのホテルで行われた栄子先
生による「黙示録セミナー」だったと、私は言い
切ることができます。参加者の皆さんからも

「ガッテン」を頂けることだと思うのです。それ
ほどの体験でした。

ペトラでの宿泊先であったモーベンピック

ホテルは、そのランクが五つ星の最高級である
こともさることながら、何よりも特別なのはそ
の立地です。ペトラ遺跡の目の前に位置してい
て、ホテルを出たらもう目の前が世界遺産ペト
ラの入り口です。ペトラが数軒先のすぐご近所
であるかのような場所にあるのはこのホテルだ
けで、世界中から予約の入るこのホテルを、40
人近くだった我々のために押さえるのはいかに
至難の業であったことか、想像に難くありませ
ん。主の恵みと、それを手配してくださったオ
メガ・ジャパンのツアー部、また今回現地の手
配をされた会社のホーリーランドツーリストセ
ンターさんに感謝せずにはいられません。

さてそのセミナー。

栄子先生の言葉をお借りすれば、「確実に聖
書預言が進んでいくのを見るような」、この3
年でした。前回のツアーでも同じ場所で栄子
先生によるこの「黙示録セミナー」を受けさせて
いただきましたが、その時とは私自身、明らか
に受け止め方が変わっていることに気づかされ
ました。聖書の完結編である黙示録に示され
た預言をもっと切実に、以前よりもっともっと
肌で感じる、と言えばよいでしょうか。

しゃまく

紗幕を
通してうっすらとぼんやり見ていた舞台の模様
が、もっとはっきり、くっきり見えて来るような、
まさにそんな感覚です。

以下はそのセミナーでオメガ・ジャパンから
配布された資料の中にあった参考聖句のほん
の一部ですが、皆さんとシェアさせてください。

■ゼパニヤ書2：3
「すべてこの国の、主のさばきを行う柔和な者
たちよ、主を尋ね求めよ。義を尋ね求めよ。
柔和さを尋ね求めよ。そうすれば、主の怒りの
日に、かくまってもらえるかもしれない」

■オバデヤ書1:2、3
「見よ。わたしはおまえを国々の中で小さい者、
ひどく蔑まれる者とする。岩の裂け目に住み、
高い所を住まいとする者よ。おまえの高慢は、
おまえ自身を欺いている。おまえは心の中で
言っている。『だれが私を地に引きずり降ろせ
るのか』と」

■イザヤ書34:5、6
「『まことに、天でわたしの剣は血に浸されて
いる。見よ。これがエドムの上に、わたしが聖
絶すると定めた民の上に下る。』主の剣は血で
満ち、脂肪で肥えている。子羊とやぎの血、雄
羊の腎臓の脂肪で。主がボツラでいけにえを
屠り、エドムの地で大虐殺をされるからだ」

■イザヤ書63:1～3
「『エドムから来るこの方はだれだろう。ボツ
ラから深紅の衣を着て来る方は。その装いに
は威光があり、大いなる力をもって進んで来
る。』『わたしは正義をもって語り、救いをもたら
す大いなる者。』『なぜ、あなたの装いは赤く、
衣はぶどう踏みをする者のようなのですか。』

『わたしはひとりでぶどう踏みをした。諸国の
民のうちで、事をともにする者はだれもいな
かった。わたしは怒って彼らを踏み、憤って彼
らを踏みにじった。彼らの血の滴りはわたしの
衣にはねかかり、わたしの装いをすっかり汚し
てしまった』」

これらの聖句だけでなく聖書には、これから
訪れる大患難時代の最後の3年半に渡り、生
き残ったユダヤの民を神様がヨルダンのペトラ
で養われることが預言されています（ボツラは
ヘブライ語、ペトラはギリシャ語）。そしてその
3年半の最後に彼らは「イエス様こそ、我々の
先祖の時代からずっと待ち続けていたメシア
だった」ということ、しかもそのお方を自分たち
の先祖が十字架に架け、預言のとおり突き刺し
て殺してしまったということに気づき、「初子を
失ったごとく」泣き崩れるように悔い改め、そし
て遂に「祝福あれ、主の御名において来られる
方に！」と、ユダヤ人がメシアを迎える時にのみ
使うこの特別なフレーズを叫んで、もう一度メ
シア（キリスト）であるイエス様の来臨を請い願
うのです。そうすると天が開け、イエス様のご
再臨！！ 人間が人間を治める残酷で、罪の蔓
延するサタンの支配にある今の世が終わり、

「完全なる愛」である神が人間を治める世界が
始まるのです。何と胸躍り、血湧き上がるほど
エキサイティングな瞬間でしょう！

同じ場所で受けた同じセミナーで、3年前と
は明らかに違う「切実さ」を感じたのはなぜな
のか…。私は少し不思議だったのです。確か
にこの3年で、以前よりずっと聖書の御言葉の
意味を深く受け取ることができるようになりま
した。そして、確かにこの3年、聖書預言が進
んでいく様を肌で感じてきました。それらが大
きな要因の一つである、ある、とは思います。

しかしそれにも増して今回そのような思いに
させられたのは、セミナーを受けられた参加者
の皆さんの反応だったように思います。その中
に、「終わりの時」に関する聖書預言を知らずに
はいられなくなった者の「霊的な飢え渇き」を
感じたからなのだと気づいたのです。

セミナー当日、私たちは早朝7時過ぎにホテ
ルを出発、午前中にペトラ遺跡を訪れました。
参加者の肉体的な負担が少しでも軽減される
ようにと、企画段階でも最大限かつ細心の配
慮の中で組まれた旅程スケジュールだとは言
え、実際灼熱の荒野をいく連日。しかも参加
者の中には、いわゆる後期高齢者のカテゴ
リーに含まれる方もかなりいらっしゃいました。
そのような私たちでしたが、有名な宝物殿のあ
る遺跡内部にたどり着くまでは、40分近くを歩
かなければなりません。

ところがこの日は前日の夜中に雨が降り、そ
の雨は我々が向かうころには霧雨のようになっ
て、気温がグッと下がりました。舗装されてお
らず、この時期には砂埃の舞う途中の道（シー
ク）が、何とも適度にしっとりと湿らせられてい
たのです。年間通してほとんど雨の降らない場
所で、しかも「その日」に、絶妙に「適量」な雨…。
主のなさることは、何と美しいことか！
（ちなみに、前回まではなかったのですが、道
中を電動のカートで送迎するサービスが始
まっていたことも、驚きと同時に感謝でした。
3年前には、特に復路で最後で待ち構える登り
の坂道が、疲れた体にかなりこたえました。出
発前、前回のことを思い出して、正直なところ

日本にあふれ出した恵み グレイスフル・ジャパン Vol. 2 少しブルーな気分になりそうだったのです。次
回参加される方には、健脚を誇る若者でさえも、
復路は是非このカートのご利用をお勧めした
いです、はい、かなり熱烈に。笑）

そのような守りの中で遺跡訪問を終え、昼
食後14時からセミナーは始まりました。「皆
さん、相当にお疲れだろうな」と思った心配は、
またもや、あっけなく吹き飛ばされました。セ
ミナーが進むにつれ、導き手である講師の栄
子先生だけでなく、受け手である参加者の皆
さんの熱量はどんどん上がり、セミナーの最後
には質問か止まることなく、何と予定時間を2
時間近くもオーバーしたのです。その質問の
一つ一つに、皆さんの飢え渇きを感じずには
いられませんでした。そして「このような終末
論に対する飢え渇きは、ここだけではなく、日
本全体に始まっているに違いない！」そう思わ
されたのです。数年前、もっと言えば、栄子先
生が日本全国を周りながら、終末論の大切さ
を叫び始めた何十年も前の時代、誰一人黙示
録なんて気にも留めなかった時代には、恐らく
想像さえできなかったことが、今、確実に起き
ている…その模様を栄子先生はどんな思いで
ご覧になっているのだろう…そう思うとますま
す熱いものが込み上げてきました。

アーティストと観客の双方向による交流で生
まれる最高の舞台芸術と同じ現象を目の当たり
にするようでした。イエス様のご再臨を「待ち
望む」だけでなく、まるで「ご再臨準備委員会」
が行われているのを見るような思いにさせられ、

「日本には確実にリバイバルが始まっている」と
いう感覚を強く与えられたセミナーでした。

またこのセミナーでは、参加者の1人であっ
たTBS元アナウンサーの秋沢淳子さんが、聖
書箇所の朗読をしてくださいました。心に響く、
聖書の場面に連れて行かれるような素晴らし
い朗読で、それがまた一層このセミナーに深さ
と彩りを与えるスペシャルなものにしてくれて
いたことも、大きな感謝でした。

参加者の一人で私の大切な友（前回栄子先
生が来日した際、沖縄で行われた黙示録の最
後の録音風景などを記録してくださった時に導
かれ、ツアー直前に洗礼を受けられました。
10年近くにわたり、お仕事でご一緒していた
彼がこうしてキリスト者となってツアーに参加
したのです、ハレルヤ！）が、今回オメガ・ジャ
パンからのリクエストに基づき、ツアーの一連
をすべて記録映像として撮影してくださいまし
た。このセミナーの映像もいつか、皆さんと
シェアできる日が来るのではないかと、心密か
に願いながら祈っています。

エクレシア（教会）の尊さ、
大切さを共有した時間

今でも忘れられないシーンがたくさん蘇って
きます。

前回に引き続き参加された和泉大（いずみひ
ろし）さんは、前回のツアーを通して与えられ
た思いから、その後すぐに牧師の道を歩き出さ
れ、現在は大分の教会でご奉仕されています。
同年末に洗礼を受けられた奥様と共に参加さ
れた今回のツアーでは、「和泉牧師」として、山
上の垂訓教会で、多くの方の頬に涙が伝うメッ
セージを取り次いでくださったことも、深く胸
に刻まれています。

「高齢なので、このツアーが決まった日から、
夫婦で毎日必ず4キロ歩くことを実践しました、
雨の日も、風の日も…」（四国のNさんご夫妻！）

「イスラエルには行ったことがあったのですが、
オメガのニュースレターや『シャロームイスラエ
ル』を通して栄子先生から終末のことを教えら
れ、どうしてもペトラに行きたい、という祈りが
叶えられて、今回参加できました」（途中体調を
崩されて、最終日はホテルに留まりながら、ど
んなにがっかりしているだろうと思ったら、帰
国翌日にウキウキで、次回も楽しみにしていま
す、とラインメッセージを下さったKさん！）

食事の時や歩きながらお聞きした参加者の
方の証しの数々。ここだけでは到底書き尽くす
ことはできません。

感動と、その感動による涙、うれしさ弾ける
笑顔、そして無邪気な笑い声。

今回のツアーで見た皆さんの幸福感にあふ
れた顔、顔、顔…皆さんの表情はいまだに私の
目に焼き付いています。心弾むような皆さんの
声は、今も耳の奥で心地よく響いています。

それはあの瞬間瞬間、常に「イエス様のご再
臨を確信し、待ち望み、その日に備える」ことの
喜びが、我々の中で通奏低音のように響き合っ
ていたからかもしれせん。帰国して1週間が経
ちましたが、私はまだあの時間の余韻にどっぷ
り浸ったままです。

あの10日間は、イエス様を救い主（キリス
ト）として迎え入れ、イエス様に従って生きるこ
とを喜びとして生きる者が集まったところに生
まれる喜びにあふれていました。そのような人
たちの集まりこそエクレシア、教会そのものな
のだと、深く深く感じました。栄子先生は今回
それを「透明な教会」と呼んでおられました。
透明…目には見えなくても、はっきりと感じる
ことのできる神様と同じ…透明な教会に集う家
族。それこそ本物の家族…その家族の尊さを
感謝せずにはいられない…そんな思いがあふ
れるのです。

教会の存在の目的が、よく言われるように
「神の栄光を表すこと」「教会の一員となった者
の霊を立て上げること」「大宣教命令に従うこ
と」であることからすれば、今回の10日間その
ものがまさに移動教室ならぬ、「移動教会」｡そ
こで受け取った感動はグレイス（恵み）として、
参加者の方々によって、それぞれの方が所属す
る教会を通して各地域に流れていくに違いない
…私はそう確信しているのです。

グレイス。それは「恵み」という意味。恵み
とは、イエスを自らの命の救い主、メシア（キリ
スト）として受け入れた人々に、一方的に与え
られる神様からの祝福です。それは一方的に
与えられるものであり、私が、あなたがどれだ
け良いことをしたから、とか、悪いことを行わ
なかったから、といったいわゆる「行い」や「わ
ざ」に応じて与えられるのではなく、神の子と
された者に無条件に等しく与えられる天の父
なる神様がくださる「愛」なのです。救いは行
いではなく「恵みと信仰」によって与えられる、
と述べられている聖書のみことばは、私のよう
な非優等生にとってどれほどの励ましでしょう
か。「私のような者でも救われた」と歌うアメー
ジング・グレイスの歌詞の通りなのです。

Amazing grace! How sweet the sound!
(何と驚くばかりの恵み。その響きの、何と優しいこと)

That saved the wretch like me.
(私のような惨めな者でも救われた）

I once was lost, but now I’m found.
(一度道を失った私、でも今こうして見いだされた）

Was blind, but now I see.
(かつては見えなかったこの目、でも今、はっきりと見える）

この詞を思うたびに、本当に救われる思いに
なります、私のような者でも救われる、のです
から…。イエス様の見えなかったお姿が、黙示
録でヨハネが残してくれた啓示のおかげで、
はっきりと見えるようになったからこそ与えら
れた境地なのかもしれません。

聖書が単に「宗教の本」ではなく、生きた神
の言葉が書かれた預言書であることを受け取
られている皆さんと共に、ますます終わりの時
に向けて、感謝の中で祈ることのできる喜びを、
ツアーを終えた私は改めて噛みしめながら、

「いよいよ、この恵みが日本中にあふれかえる」、
その様子を確かなものとして心に描いているの
です。



─ ペトラ黙示録セミナーの聖書朗読 ─
TBS元アナウンサーの秋沢淳子さん オリーブ山にて 湖上遊覧
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なぜ、「プレミアム・グレイス
ツアー」なの？

今回の旅行にはオメガの後に「プレミアム・
グレイス」という枕詞が付けられていました。

「グレイス」は恵み、という意味ですが、「プレミ
アム」とは「上等な」とかいう意味で、普段慣れ
親しんでいるものより上の質であることを示す
ものです。

ではこのツアーは「プレミアム」だったので
しょうか？

答えは「断然YES！！」でした。私がこう言う
のは、何も私が「ナビゲーター」として参加して
いたからではありません。そのような役割を与
えていただきましたが、私も皆さんと全く同じ
状態で、いわば「参加者」と同じだったからです。

では、このツアーのどこがプレミアムだった
のでしょう。

それは一言で表現すれば、十字架に架から
れたイエス様の足跡をなぞる、いわゆる「過去
の巡礼の旅」ではなく、これからご再臨される
イエス様の姿を確認して「未来を確信する旅」
だった、ということだと思うのです。

世界中からイスラエルを訪れるキリスト者に
よるツアーの中で、未来のイエス様に会う、この
ようなツアーは一体どれほどあるのでしょう…。

そして、このツアーをさらにプレミアムなもの

にしていたのは、参加者の皆さん自身だったと
いうことを、いま私はしみじみ感じています。

全国各地から今回のツアーに参加された
方々。「イスラエルに行ってみたい」という、一
般的にこの種の旅行に懐きがちな「観光を兼ね
て巡礼の旅に来た」という思いの方は、恐らく
一人もいらっしゃらなかったのではないでしょ
うか…そう思うほど、皆さんの決意と意気込み
に並々ならぬものを、旅行中何度も何度も感じ
たのです。ツアーの目的をしっかり受け取り、
そのためにどれほどの祈りを積まれて臨まれた
のか…。旅の道中に聞かせていただいた参加
者の皆さんの思いに、私は途中何度も何度も
胸が熱くなりました、「この方たちは主がお招
きになったに違いない」と。「ナビゲート役」と
して参加させていただいた私が、逆に皆さんに
よって霊的にガイドしていただいたような旅で
した。その意味で私は「ナビゲートされ役」でした。

旅は「誰とするか」がいかに大切かを、改め
て痛感させられました。

だから、このツアーはタイトルに偽りなし、
あらゆる意味において正真正銘の「プレミア
ム・ツアー」だったのです！

実に密度の濃い、スペシャルな瞬間瞬間の
連続で、まるで１日のうちに世界最高峰の料理を
フルコースで何度も頂くみたいな毎日に、私は
頭脳、感性のキャパ超えを感じながら夜を迎え、
興奮と感動に毎晩脳みそがヒートアップして寝
付けないかと思いきや、横になったその瞬間に

寝落ちしては、新しい自分になって次の日が始
まる、と言う10日間でした。

さらにもう一つ、忘れずに強調しなければな
らないことがあります。それはこのツアーを導
いてくださった栄子・スティーブンス先生の存
在、そして先生のその驚くばかりのエネルギー
とバイタリティーです。まさにそれは私たちの
想像をはるかに上回る、失礼ながら「信じがた
い」ほどのものでした。

さらに「バージョンアップ」した
栄子先生のパワー

私は前回のツアーにも参加させていただき
ました。

あれは3年以上前、この欄でも何回かお伝
えしてきましたが、世界的なコロナの流行が始
まるその瞬間に行われたもので、2020年2月の
ことでした。我々が帰国した翌日から、イスラ
エルは海外からの渡航者を一切シャットアウト
する状況になったという、まさに世界的変化の
ビフォーアフターの境目、そのような時でした。

あれから、世界はガラッと一変しました。そ
の間、最愛のご主人様ビル先生を天に送られ、
栄子先生ご自身も人生で最大級とも言える劇
的な変化をご経験されたのです。

レディのお年を口にするのは失礼だと知りつ
つ、あの時70代の後半だった栄子先生は80代
になられ、「内なる人」は主によって毎日新しく
されようとも、やはり「外なる人」は確実に3年分
衰えた…我が身と重ねるにつけ一抹の不安が

なかったと言えばうそになります。そんな不安
を覚えつつ、栄子先生の霊肉魂のすべてが守
られるように祈りを重ねてきたのです。

しかし！！（笑）

そんな心配は一気に初日から
こ

木っ
ぱみじん

端微塵に
吹き飛ばされてしまいました。栄子先生の、そ
の驚くばかりのエネルギーの周波数は、ツアー
最後まで一度も下がることも、途切れることも
なかったのです。各訪問地でなされるメッセー
ジ、聖書の解き明かし、みことばのシェアはもち
ろんのこと、揺れるバスの中でもマイクを持ち、
常に立ち上がって進行方向に背を向け、我々の
方を向いて、いまバスが通っているその場所そ
の場所が、聖書の中にどのように記されている
かをずっとお話しし続けてくださったのです。

栄子先生とご一緒させていただくようになっ
て以来、こんなにお元気で、みずみずしいと
いった表現がピッタリくるお姿は初めて拝見し
ました。これには、本当に心底驚嘆しました。

「心配してはいけない」というみことばに、頭
をゴツンとされたような思いでした。

今回のツアーでの栄子先生のお姿に、私は
「命を懸けて神様にお仕えする者」だけが持つ、
柔らかで、でも強烈な光を実際この目で見た
ような体験をしました。それを感じたのは私
一人だけでないと思います。毎日朝食会場
に降りて来られる栄子先生の姿を見た参加
者の方々から、思わず「わー、可愛らしい！」、

「わー、お綺麗」と感嘆の声が上がったことを
見てもわかります。

仕事上、私は歴史的な大プリマドンナたちと
過ごす機会を頂いてきましたが、彼女たちの持
つ、他では見たことのないような独特な光を目
にしてきました。それを一般的にはオーラとか
言うのでしょう。（ちなみにこのオーラと似た
ような使い方をされる“カリスマ”という言葉が
ありますが、その本来の意味は“聖霊の賜物”
ということだと知って、唸るほど納得したこと
があります）。今回栄子先生は、私が歴史的プ
リマドンナたちに感じたそれよりも何倍も強く
大きな光に包まれながら、ツアーの初めから終
わりまで私たちを導いてくださいました。その
姿を、私は生涯忘れることはないでしょう。

ツアー・ハイライトとなった、
ペトラ遺跡。
その目の前で行われた

「黙示録セミナー」

スペシャル、プレミアム、アメージング…どん
な言葉をもってきても足りないような毎日の中
でも、やはりそのピーク、まさにハイライトと
なったのはペトラのホテルで行われた栄子先
生による「黙示録セミナー」だったと、私は言い
切ることができます。参加者の皆さんからも

「ガッテン」を頂けることだと思うのです。それ
ほどの体験でした。

ペトラでの宿泊先であったモーベンピック

ホテルは、そのランクが五つ星の最高級である
こともさることながら、何よりも特別なのはそ
の立地です。ペトラ遺跡の目の前に位置してい
て、ホテルを出たらもう目の前が世界遺産ペト
ラの入り口です。ペトラが数軒先のすぐご近所
であるかのような場所にあるのはこのホテルだ
けで、世界中から予約の入るこのホテルを、40
人近くだった我々のために押さえるのはいかに
至難の業であったことか、想像に難くありませ
ん。主の恵みと、それを手配してくださったオ
メガ・ジャパンのツアー部、また今回現地の手
配をされた会社のホーリーランドツーリストセ
ンターさんに感謝せずにはいられません。

さてそのセミナー。

栄子先生の言葉をお借りすれば、「確実に聖
書預言が進んでいくのを見るような」、この3
年でした。前回のツアーでも同じ場所で栄子
先生によるこの「黙示録セミナー」を受けさせて
いただきましたが、その時とは私自身、明らか
に受け止め方が変わっていることに気づかされ
ました。聖書の完結編である黙示録に示され
た預言をもっと切実に、以前よりもっともっと
肌で感じる、と言えばよいでしょうか。

しゃまく

紗幕を
通してうっすらとぼんやり見ていた舞台の模様
が、もっとはっきり、くっきり見えて来るような、
まさにそんな感覚です。

以下はそのセミナーでオメガ・ジャパンから
配布された資料の中にあった参考聖句のほん
の一部ですが、皆さんとシェアさせてください。

■ゼパニヤ書2：3
「すべてこの国の、主のさばきを行う柔和な者
たちよ、主を尋ね求めよ。義を尋ね求めよ。
柔和さを尋ね求めよ。そうすれば、主の怒りの
日に、かくまってもらえるかもしれない」

■オバデヤ書1:2、3
「見よ。わたしはおまえを国々の中で小さい者、
ひどく蔑まれる者とする。岩の裂け目に住み、
高い所を住まいとする者よ。おまえの高慢は、
おまえ自身を欺いている。おまえは心の中で
言っている。『だれが私を地に引きずり降ろせ
るのか』と」

■イザヤ書34:5、6
「『まことに、天でわたしの剣は血に浸されて
いる。見よ。これがエドムの上に、わたしが聖
絶すると定めた民の上に下る。』主の剣は血で
満ち、脂肪で肥えている。子羊とやぎの血、雄
羊の腎臓の脂肪で。主がボツラでいけにえを
屠り、エドムの地で大虐殺をされるからだ」

■イザヤ書63:1～3
「『エドムから来るこの方はだれだろう。ボツ
ラから深紅の衣を着て来る方は。その装いに
は威光があり、大いなる力をもって進んで来
る。』『わたしは正義をもって語り、救いをもたら
す大いなる者。』『なぜ、あなたの装いは赤く、
衣はぶどう踏みをする者のようなのですか。』

『わたしはひとりでぶどう踏みをした。諸国の
民のうちで、事をともにする者はだれもいな
かった。わたしは怒って彼らを踏み、憤って彼
らを踏みにじった。彼らの血の滴りはわたしの
衣にはねかかり、わたしの装いをすっかり汚し
てしまった』」

これらの聖句だけでなく聖書には、これから
訪れる大患難時代の最後の3年半に渡り、生
き残ったユダヤの民を神様がヨルダンのペトラ
で養われることが預言されています（ボツラは
ヘブライ語、ペトラはギリシャ語）。そしてその
3年半の最後に彼らは「イエス様こそ、我々の
先祖の時代からずっと待ち続けていたメシア
だった」ということ、しかもそのお方を自分たち
の先祖が十字架に架け、預言のとおり突き刺し
て殺してしまったということに気づき、「初子を
失ったごとく」泣き崩れるように悔い改め、そし
て遂に「祝福あれ、主の御名において来られる
方に！」と、ユダヤ人がメシアを迎える時にのみ
使うこの特別なフレーズを叫んで、もう一度メ
シア（キリスト）であるイエス様の来臨を請い願
うのです。そうすると天が開け、イエス様のご
再臨！！ 人間が人間を治める残酷で、罪の蔓
延するサタンの支配にある今の世が終わり、

「完全なる愛」である神が人間を治める世界が
始まるのです。何と胸躍り、血湧き上がるほど
エキサイティングな瞬間でしょう！

同じ場所で受けた同じセミナーで、3年前と
は明らかに違う「切実さ」を感じたのはなぜな
のか…。私は少し不思議だったのです。確か
にこの3年で、以前よりずっと聖書の御言葉の
意味を深く受け取ることができるようになりま
した。そして、確かにこの3年、聖書預言が進
んでいく様を肌で感じてきました。それらが大
きな要因の一つである、ある、とは思います。

しかしそれにも増して今回そのような思いに
させられたのは、セミナーを受けられた参加者
の皆さんの反応だったように思います。その中
に、「終わりの時」に関する聖書預言を知らずに
はいられなくなった者の「霊的な飢え渇き」を
感じたからなのだと気づいたのです。

セミナー当日、私たちは早朝7時過ぎにホテ
ルを出発、午前中にペトラ遺跡を訪れました。
参加者の肉体的な負担が少しでも軽減される
ようにと、企画段階でも最大限かつ細心の配
慮の中で組まれた旅程スケジュールだとは言
え、実際灼熱の荒野をいく連日。しかも参加
者の中には、いわゆる後期高齢者のカテゴ
リーに含まれる方もかなりいらっしゃいました。
そのような私たちでしたが、有名な宝物殿のあ
る遺跡内部にたどり着くまでは、40分近くを歩
かなければなりません。

ところがこの日は前日の夜中に雨が降り、そ
の雨は我々が向かうころには霧雨のようになっ
て、気温がグッと下がりました。舗装されてお
らず、この時期には砂埃の舞う途中の道（シー
ク）が、何とも適度にしっとりと湿らせられてい
たのです。年間通してほとんど雨の降らない場
所で、しかも「その日」に、絶妙に「適量」な雨…。
主のなさることは、何と美しいことか！
（ちなみに、前回まではなかったのですが、道
中を電動のカートで送迎するサービスが始
まっていたことも、驚きと同時に感謝でした。
3年前には、特に復路で最後で待ち構える登り
の坂道が、疲れた体にかなりこたえました。出
発前、前回のことを思い出して、正直なところ

少しブルーな気分になりそうだったのです。次
回参加される方には、健脚を誇る若者でさえも、
復路は是非このカートのご利用をお勧めした
いです、はい、かなり熱烈に。笑）

そのような守りの中で遺跡訪問を終え、昼
食後14時からセミナーは始まりました。「皆
さん、相当にお疲れだろうな」と思った心配は、
またもや、あっけなく吹き飛ばされました。セ
ミナーが進むにつれ、導き手である講師の栄
子先生だけでなく、受け手である参加者の皆
さんの熱量はどんどん上がり、セミナーの最後
には質問か止まることなく、何と予定時間を2
時間近くもオーバーしたのです。その質問の
一つ一つに、皆さんの飢え渇きを感じずには
いられませんでした。そして「このような終末
論に対する飢え渇きは、ここだけではなく、日
本全体に始まっているに違いない！」そう思わ
されたのです。数年前、もっと言えば、栄子先
生が日本全国を周りながら、終末論の大切さ
を叫び始めた何十年も前の時代、誰一人黙示
録なんて気にも留めなかった時代には、恐らく
想像さえできなかったことが、今、確実に起き
ている…その模様を栄子先生はどんな思いで
ご覧になっているのだろう…そう思うとますま
す熱いものが込み上げてきました。

アーティストと観客の双方向による交流で生
まれる最高の舞台芸術と同じ現象を目の当たり
にするようでした。イエス様のご再臨を「待ち
望む」だけでなく、まるで「ご再臨準備委員会」
が行われているのを見るような思いにさせられ、

「日本には確実にリバイバルが始まっている」と
いう感覚を強く与えられたセミナーでした。

またこのセミナーでは、参加者の1人であっ
たTBS元アナウンサーの秋沢淳子さんが、聖
書箇所の朗読をしてくださいました。心に響く、
聖書の場面に連れて行かれるような素晴らし
い朗読で、それがまた一層このセミナーに深さ
と彩りを与えるスペシャルなものにしてくれて
いたことも、大きな感謝でした。

参加者の一人で私の大切な友（前回栄子先
生が来日した際、沖縄で行われた黙示録の最
後の録音風景などを記録してくださった時に導
かれ、ツアー直前に洗礼を受けられました。
10年近くにわたり、お仕事でご一緒していた
彼がこうしてキリスト者となってツアーに参加
したのです、ハレルヤ！）が、今回オメガ・ジャ
パンからのリクエストに基づき、ツアーの一連
をすべて記録映像として撮影してくださいまし
た。このセミナーの映像もいつか、皆さんと
シェアできる日が来るのではないかと、心密か
に願いながら祈っています。

エクレシア（教会）の尊さ、
大切さを共有した時間

今でも忘れられないシーンがたくさん蘇って
きます。

前回に引き続き参加された和泉大（いずみひ
ろし）さんは、前回のツアーを通して与えられ
た思いから、その後すぐに牧師の道を歩き出さ
れ、現在は大分の教会でご奉仕されています。
同年末に洗礼を受けられた奥様と共に参加さ
れた今回のツアーでは、「和泉牧師」として、山
上の垂訓教会で、多くの方の頬に涙が伝うメッ
セージを取り次いでくださったことも、深く胸
に刻まれています。

「高齢なので、このツアーが決まった日から、
夫婦で毎日必ず4キロ歩くことを実践しました、
雨の日も、風の日も…」（四国のNさんご夫妻！）

「イスラエルには行ったことがあったのですが、
オメガのニュースレターや『シャロームイスラエ
ル』を通して栄子先生から終末のことを教えら
れ、どうしてもペトラに行きたい、という祈りが
叶えられて、今回参加できました」（途中体調を
崩されて、最終日はホテルに留まりながら、ど
んなにがっかりしているだろうと思ったら、帰
国翌日にウキウキで、次回も楽しみにしていま
す、とラインメッセージを下さったKさん！）

食事の時や歩きながらお聞きした参加者の
方の証しの数々。ここだけでは到底書き尽くす
ことはできません。

感動と、その感動による涙、うれしさ弾ける
笑顔、そして無邪気な笑い声。

今回のツアーで見た皆さんの幸福感にあふ
れた顔、顔、顔…皆さんの表情はいまだに私の
目に焼き付いています。心弾むような皆さんの
声は、今も耳の奥で心地よく響いています。

それはあの瞬間瞬間、常に「イエス様のご再
臨を確信し、待ち望み、その日に備える」ことの
喜びが、我々の中で通奏低音のように響き合っ
ていたからかもしれせん。帰国して1週間が経
ちましたが、私はまだあの時間の余韻にどっぷ
り浸ったままです。

あの10日間は、イエス様を救い主（キリス
ト）として迎え入れ、イエス様に従って生きるこ
とを喜びとして生きる者が集まったところに生
まれる喜びにあふれていました。そのような人
たちの集まりこそエクレシア、教会そのものな
のだと、深く深く感じました。栄子先生は今回
それを「透明な教会」と呼んでおられました。
透明…目には見えなくても、はっきりと感じる
ことのできる神様と同じ…透明な教会に集う家
族。それこそ本物の家族…その家族の尊さを
感謝せずにはいられない…そんな思いがあふ
れるのです。

教会の存在の目的が、よく言われるように
「神の栄光を表すこと」「教会の一員となった者
の霊を立て上げること」「大宣教命令に従うこ
と」であることからすれば、今回の10日間その
ものがまさに移動教室ならぬ、「移動教会」｡そ
こで受け取った感動はグレイス（恵み）として、
参加者の方々によって、それぞれの方が所属す
る教会を通して各地域に流れていくに違いない
…私はそう確信しているのです。

グレイス。それは「恵み」という意味。恵み
とは、イエスを自らの命の救い主、メシア（キリ
スト）として受け入れた人々に、一方的に与え
られる神様からの祝福です。それは一方的に
与えられるものであり、私が、あなたがどれだ
け良いことをしたから、とか、悪いことを行わ
なかったから、といったいわゆる「行い」や「わ
ざ」に応じて与えられるのではなく、神の子と
された者に無条件に等しく与えられる天の父
なる神様がくださる「愛」なのです。救いは行
いではなく「恵みと信仰」によって与えられる、
と述べられている聖書のみことばは、私のよう
な非優等生にとってどれほどの励ましでしょう
か。「私のような者でも救われた」と歌うアメー
ジング・グレイスの歌詞の通りなのです。

Amazing grace! How sweet the sound!
(何と驚くばかりの恵み。その響きの、何と優しいこと)

That saved the wretch like me.
(私のような惨めな者でも救われた）

I once was lost, but now I’m found.
(一度道を失った私、でも今こうして見いだされた）

Was blind, but now I see.
(かつては見えなかったこの目、でも今、はっきりと見える）

この詞を思うたびに、本当に救われる思いに
なります、私のような者でも救われる、のです
から…。イエス様の見えなかったお姿が、黙示
録でヨハネが残してくれた啓示のおかげで、
はっきりと見えるようになったからこそ与えら
れた境地なのかもしれません。

聖書が単に「宗教の本」ではなく、生きた神
の言葉が書かれた預言書であることを受け取
られている皆さんと共に、ますます終わりの時
に向けて、感謝の中で祈ることのできる喜びを、
ツアーを終えた私は改めて噛みしめながら、

「いよいよ、この恵みが日本中にあふれかえる」、
その様子を確かなものとして心に描いているの
です。
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なぜ、「プレミアム・グレイス
ツアー」なの？

今回の旅行にはオメガの後に「プレミアム・
グレイス」という枕詞が付けられていました。

「グレイス」は恵み、という意味ですが、「プレミ
アム」とは「上等な」とかいう意味で、普段慣れ
親しんでいるものより上の質であることを示す
ものです。

ではこのツアーは「プレミアム」だったので
しょうか？

答えは「断然YES！！」でした。私がこう言う
のは、何も私が「ナビゲーター」として参加して
いたからではありません。そのような役割を与
えていただきましたが、私も皆さんと全く同じ
状態で、いわば「参加者」と同じだったからです。

では、このツアーのどこがプレミアムだった
のでしょう。

それは一言で表現すれば、十字架に架から
れたイエス様の足跡をなぞる、いわゆる「過去
の巡礼の旅」ではなく、これからご再臨される
イエス様の姿を確認して「未来を確信する旅」
だった、ということだと思うのです。

世界中からイスラエルを訪れるキリスト者に
よるツアーの中で、未来のイエス様に会う、この
ようなツアーは一体どれほどあるのでしょう…。

そして、このツアーをさらにプレミアムなもの

にしていたのは、参加者の皆さん自身だったと
いうことを、いま私はしみじみ感じています。

全国各地から今回のツアーに参加された
方々。「イスラエルに行ってみたい」という、一
般的にこの種の旅行に懐きがちな「観光を兼ね
て巡礼の旅に来た」という思いの方は、恐らく
一人もいらっしゃらなかったのではないでしょ
うか…そう思うほど、皆さんの決意と意気込み
に並々ならぬものを、旅行中何度も何度も感じ
たのです。ツアーの目的をしっかり受け取り、
そのためにどれほどの祈りを積まれて臨まれた
のか…。旅の道中に聞かせていただいた参加
者の皆さんの思いに、私は途中何度も何度も
胸が熱くなりました、「この方たちは主がお招
きになったに違いない」と。「ナビゲート役」と
して参加させていただいた私が、逆に皆さんに
よって霊的にガイドしていただいたような旅で
した。その意味で私は「ナビゲートされ役」でした。

旅は「誰とするか」がいかに大切かを、改め
て痛感させられました。

だから、このツアーはタイトルに偽りなし、
あらゆる意味において正真正銘の「プレミア
ム・ツアー」だったのです！

実に密度の濃い、スペシャルな瞬間瞬間の
連続で、まるで１日のうちに世界最高峰の料理を
フルコースで何度も頂くみたいな毎日に、私は
頭脳、感性のキャパ超えを感じながら夜を迎え、
興奮と感動に毎晩脳みそがヒートアップして寝
付けないかと思いきや、横になったその瞬間に

寝落ちしては、新しい自分になって次の日が始
まる、と言う10日間でした。

さらにもう一つ、忘れずに強調しなければな
らないことがあります。それはこのツアーを導
いてくださった栄子・スティーブンス先生の存
在、そして先生のその驚くばかりのエネルギー
とバイタリティーです。まさにそれは私たちの
想像をはるかに上回る、失礼ながら「信じがた
い」ほどのものでした。

さらに「バージョンアップ」した
栄子先生のパワー

私は前回のツアーにも参加させていただき
ました。

あれは3年以上前、この欄でも何回かお伝
えしてきましたが、世界的なコロナの流行が始
まるその瞬間に行われたもので、2020年2月の
ことでした。我々が帰国した翌日から、イスラ
エルは海外からの渡航者を一切シャットアウト
する状況になったという、まさに世界的変化の
ビフォーアフターの境目、そのような時でした。

あれから、世界はガラッと一変しました。そ
の間、最愛のご主人様ビル先生を天に送られ、
栄子先生ご自身も人生で最大級とも言える劇
的な変化をご経験されたのです。

レディのお年を口にするのは失礼だと知りつ
つ、あの時70代の後半だった栄子先生は80代
になられ、「内なる人」は主によって毎日新しく
されようとも、やはり「外なる人」は確実に3年分
衰えた…我が身と重ねるにつけ一抹の不安が

なかったと言えばうそになります。そんな不安
を覚えつつ、栄子先生の霊肉魂のすべてが守
られるように祈りを重ねてきたのです。

しかし！！（笑）

そんな心配は一気に初日から
こ

木っ
ぱみじん

端微塵に
吹き飛ばされてしまいました。栄子先生の、そ
の驚くばかりのエネルギーの周波数は、ツアー
最後まで一度も下がることも、途切れることも
なかったのです。各訪問地でなされるメッセー
ジ、聖書の解き明かし、みことばのシェアはもち
ろんのこと、揺れるバスの中でもマイクを持ち、
常に立ち上がって進行方向に背を向け、我々の
方を向いて、いまバスが通っているその場所そ
の場所が、聖書の中にどのように記されている
かをずっとお話しし続けてくださったのです。

栄子先生とご一緒させていただくようになっ
て以来、こんなにお元気で、みずみずしいと
いった表現がピッタリくるお姿は初めて拝見し
ました。これには、本当に心底驚嘆しました。

「心配してはいけない」というみことばに、頭
をゴツンとされたような思いでした。

今回のツアーでの栄子先生のお姿に、私は
「命を懸けて神様にお仕えする者」だけが持つ、
柔らかで、でも強烈な光を実際この目で見た
ような体験をしました。それを感じたのは私
一人だけでないと思います。毎日朝食会場
に降りて来られる栄子先生の姿を見た参加
者の方々から、思わず「わー、可愛らしい！」、

「わー、お綺麗」と感嘆の声が上がったことを
見てもわかります。

仕事上、私は歴史的な大プリマドンナたちと
過ごす機会を頂いてきましたが、彼女たちの持
つ、他では見たことのないような独特な光を目
にしてきました。それを一般的にはオーラとか
言うのでしょう。（ちなみにこのオーラと似た
ような使い方をされる“カリスマ”という言葉が
ありますが、その本来の意味は“聖霊の賜物”
ということだと知って、唸るほど納得したこと
があります）。今回栄子先生は、私が歴史的プ
リマドンナたちに感じたそれよりも何倍も強く
大きな光に包まれながら、ツアーの初めから終
わりまで私たちを導いてくださいました。その
姿を、私は生涯忘れることはないでしょう。

ツアー・ハイライトとなった、
ペトラ遺跡。
その目の前で行われた

「黙示録セミナー」

スペシャル、プレミアム、アメージング…どん
な言葉をもってきても足りないような毎日の中
でも、やはりそのピーク、まさにハイライトと
なったのはペトラのホテルで行われた栄子先
生による「黙示録セミナー」だったと、私は言い
切ることができます。参加者の皆さんからも

「ガッテン」を頂けることだと思うのです。それ
ほどの体験でした。

ペトラでの宿泊先であったモーベンピック

ホテルは、そのランクが五つ星の最高級である
こともさることながら、何よりも特別なのはそ
の立地です。ペトラ遺跡の目の前に位置してい
て、ホテルを出たらもう目の前が世界遺産ペト
ラの入り口です。ペトラが数軒先のすぐご近所
であるかのような場所にあるのはこのホテルだ
けで、世界中から予約の入るこのホテルを、40
人近くだった我々のために押さえるのはいかに
至難の業であったことか、想像に難くありませ
ん。主の恵みと、それを手配してくださったオ
メガ・ジャパンのツアー部、また今回現地の手
配をされた会社のホーリーランドツーリストセ
ンターさんに感謝せずにはいられません。

さてそのセミナー。

栄子先生の言葉をお借りすれば、「確実に聖
書預言が進んでいくのを見るような」、この3
年でした。前回のツアーでも同じ場所で栄子
先生によるこの「黙示録セミナー」を受けさせて
いただきましたが、その時とは私自身、明らか
に受け止め方が変わっていることに気づかされ
ました。聖書の完結編である黙示録に示され
た預言をもっと切実に、以前よりもっともっと
肌で感じる、と言えばよいでしょうか。

しゃまく

紗幕を
通してうっすらとぼんやり見ていた舞台の模様
が、もっとはっきり、くっきり見えて来るような、
まさにそんな感覚です。

以下はそのセミナーでオメガ・ジャパンから
配布された資料の中にあった参考聖句のほん
の一部ですが、皆さんとシェアさせてください。

■ゼパニヤ書2：3
「すべてこの国の、主のさばきを行う柔和な者
たちよ、主を尋ね求めよ。義を尋ね求めよ。
柔和さを尋ね求めよ。そうすれば、主の怒りの
日に、かくまってもらえるかもしれない」

■オバデヤ書1:2、3
「見よ。わたしはおまえを国々の中で小さい者、
ひどく蔑まれる者とする。岩の裂け目に住み、
高い所を住まいとする者よ。おまえの高慢は、
おまえ自身を欺いている。おまえは心の中で
言っている。『だれが私を地に引きずり降ろせ
るのか』と」

■イザヤ書34:5、6
「『まことに、天でわたしの剣は血に浸されて
いる。見よ。これがエドムの上に、わたしが聖
絶すると定めた民の上に下る。』主の剣は血で
満ち、脂肪で肥えている。子羊とやぎの血、雄
羊の腎臓の脂肪で。主がボツラでいけにえを
屠り、エドムの地で大虐殺をされるからだ」

■イザヤ書63:1～3
「『エドムから来るこの方はだれだろう。ボツ
ラから深紅の衣を着て来る方は。その装いに
は威光があり、大いなる力をもって進んで来
る。』『わたしは正義をもって語り、救いをもたら
す大いなる者。』『なぜ、あなたの装いは赤く、
衣はぶどう踏みをする者のようなのですか。』

『わたしはひとりでぶどう踏みをした。諸国の
民のうちで、事をともにする者はだれもいな
かった。わたしは怒って彼らを踏み、憤って彼
らを踏みにじった。彼らの血の滴りはわたしの
衣にはねかかり、わたしの装いをすっかり汚し
てしまった』」

これらの聖句だけでなく聖書には、これから
訪れる大患難時代の最後の3年半に渡り、生
き残ったユダヤの民を神様がヨルダンのペトラ
で養われることが預言されています（ボツラは
ヘブライ語、ペトラはギリシャ語）。そしてその
3年半の最後に彼らは「イエス様こそ、我々の
先祖の時代からずっと待ち続けていたメシア
だった」ということ、しかもそのお方を自分たち
の先祖が十字架に架け、預言のとおり突き刺し
て殺してしまったということに気づき、「初子を
失ったごとく」泣き崩れるように悔い改め、そし
て遂に「祝福あれ、主の御名において来られる
方に！」と、ユダヤ人がメシアを迎える時にのみ
使うこの特別なフレーズを叫んで、もう一度メ
シア（キリスト）であるイエス様の来臨を請い願
うのです。そうすると天が開け、イエス様のご
再臨！！ 人間が人間を治める残酷で、罪の蔓
延するサタンの支配にある今の世が終わり、

「完全なる愛」である神が人間を治める世界が
始まるのです。何と胸躍り、血湧き上がるほど
エキサイティングな瞬間でしょう！

同じ場所で受けた同じセミナーで、3年前と
は明らかに違う「切実さ」を感じたのはなぜな
のか…。私は少し不思議だったのです。確か
にこの3年で、以前よりずっと聖書の御言葉の
意味を深く受け取ることができるようになりま
した。そして、確かにこの3年、聖書預言が進
んでいく様を肌で感じてきました。それらが大
きな要因の一つである、ある、とは思います。

しかしそれにも増して今回そのような思いに
させられたのは、セミナーを受けられた参加者
の皆さんの反応だったように思います。その中
に、「終わりの時」に関する聖書預言を知らずに
はいられなくなった者の「霊的な飢え渇き」を
感じたからなのだと気づいたのです。

セミナー当日、私たちは早朝7時過ぎにホテ
ルを出発、午前中にペトラ遺跡を訪れました。
参加者の肉体的な負担が少しでも軽減される
ようにと、企画段階でも最大限かつ細心の配
慮の中で組まれた旅程スケジュールだとは言
え、実際灼熱の荒野をいく連日。しかも参加
者の中には、いわゆる後期高齢者のカテゴ
リーに含まれる方もかなりいらっしゃいました。
そのような私たちでしたが、有名な宝物殿のあ
る遺跡内部にたどり着くまでは、40分近くを歩
かなければなりません。

ところがこの日は前日の夜中に雨が降り、そ
の雨は我々が向かうころには霧雨のようになっ
て、気温がグッと下がりました。舗装されてお
らず、この時期には砂埃の舞う途中の道（シー
ク）が、何とも適度にしっとりと湿らせられてい
たのです。年間通してほとんど雨の降らない場
所で、しかも「その日」に、絶妙に「適量」な雨…。
主のなさることは、何と美しいことか！
（ちなみに、前回まではなかったのですが、道
中を電動のカートで送迎するサービスが始
まっていたことも、驚きと同時に感謝でした。
3年前には、特に復路で最後で待ち構える登り
の坂道が、疲れた体にかなりこたえました。出
発前、前回のことを思い出して、正直なところ

少しブルーな気分になりそうだったのです。次
回参加される方には、健脚を誇る若者でさえも、
復路は是非このカートのご利用をお勧めした
いです、はい、かなり熱烈に。笑）

そのような守りの中で遺跡訪問を終え、昼
食後14時からセミナーは始まりました。「皆
さん、相当にお疲れだろうな」と思った心配は、
またもや、あっけなく吹き飛ばされました。セ
ミナーが進むにつれ、導き手である講師の栄
子先生だけでなく、受け手である参加者の皆
さんの熱量はどんどん上がり、セミナーの最後
には質問か止まることなく、何と予定時間を2
時間近くもオーバーしたのです。その質問の
一つ一つに、皆さんの飢え渇きを感じずには
いられませんでした。そして「このような終末
論に対する飢え渇きは、ここだけではなく、日
本全体に始まっているに違いない！」そう思わ
されたのです。数年前、もっと言えば、栄子先
生が日本全国を周りながら、終末論の大切さ
を叫び始めた何十年も前の時代、誰一人黙示
録なんて気にも留めなかった時代には、恐らく
想像さえできなかったことが、今、確実に起き
ている…その模様を栄子先生はどんな思いで
ご覧になっているのだろう…そう思うとますま
す熱いものが込み上げてきました。

アーティストと観客の双方向による交流で生
まれる最高の舞台芸術と同じ現象を目の当たり
にするようでした。イエス様のご再臨を「待ち
望む」だけでなく、まるで「ご再臨準備委員会」
が行われているのを見るような思いにさせられ、

「日本には確実にリバイバルが始まっている」と
いう感覚を強く与えられたセミナーでした。

またこのセミナーでは、参加者の1人であっ
たTBS元アナウンサーの秋沢淳子さんが、聖
書箇所の朗読をしてくださいました。心に響く、
聖書の場面に連れて行かれるような素晴らし
い朗読で、それがまた一層このセミナーに深さ
と彩りを与えるスペシャルなものにしてくれて
いたことも、大きな感謝でした。

参加者の一人で私の大切な友（前回栄子先
生が来日した際、沖縄で行われた黙示録の最
後の録音風景などを記録してくださった時に導
かれ、ツアー直前に洗礼を受けられました。
10年近くにわたり、お仕事でご一緒していた
彼がこうしてキリスト者となってツアーに参加
したのです、ハレルヤ！）が、今回オメガ・ジャ
パンからのリクエストに基づき、ツアーの一連
をすべて記録映像として撮影してくださいまし
た。このセミナーの映像もいつか、皆さんと
シェアできる日が来るのではないかと、心密か
に願いながら祈っています。

エクレシア（教会）の尊さ、
大切さを共有した時間

今でも忘れられないシーンがたくさん蘇って
きます。

前回に引き続き参加された和泉大（いずみひ
ろし）さんは、前回のツアーを通して与えられ
た思いから、その後すぐに牧師の道を歩き出さ
れ、現在は大分の教会でご奉仕されています。
同年末に洗礼を受けられた奥様と共に参加さ
れた今回のツアーでは、「和泉牧師」として、山
上の垂訓教会で、多くの方の頬に涙が伝うメッ
セージを取り次いでくださったことも、深く胸
に刻まれています。

「高齢なので、このツアーが決まった日から、
夫婦で毎日必ず4キロ歩くことを実践しました、
雨の日も、風の日も…」（四国のNさんご夫妻！）

「イスラエルには行ったことがあったのですが、
オメガのニュースレターや『シャロームイスラエ
ル』を通して栄子先生から終末のことを教えら
れ、どうしてもペトラに行きたい、という祈りが
叶えられて、今回参加できました」（途中体調を
崩されて、最終日はホテルに留まりながら、ど
んなにがっかりしているだろうと思ったら、帰
国翌日にウキウキで、次回も楽しみにしていま
す、とラインメッセージを下さったKさん！）

食事の時や歩きながらお聞きした参加者の
方の証しの数々。ここだけでは到底書き尽くす
ことはできません。

感動と、その感動による涙、うれしさ弾ける
笑顔、そして無邪気な笑い声。

今回のツアーで見た皆さんの幸福感にあふ
れた顔、顔、顔…皆さんの表情はいまだに私の
目に焼き付いています。心弾むような皆さんの
声は、今も耳の奥で心地よく響いています。

それはあの瞬間瞬間、常に「イエス様のご再
臨を確信し、待ち望み、その日に備える」ことの
喜びが、我々の中で通奏低音のように響き合っ
ていたからかもしれせん。帰国して1週間が経
ちましたが、私はまだあの時間の余韻にどっぷ
り浸ったままです。

あの10日間は、イエス様を救い主（キリス
ト）として迎え入れ、イエス様に従って生きるこ
とを喜びとして生きる者が集まったところに生
まれる喜びにあふれていました。そのような人
たちの集まりこそエクレシア、教会そのものな
のだと、深く深く感じました。栄子先生は今回
それを「透明な教会」と呼んでおられました。
透明…目には見えなくても、はっきりと感じる
ことのできる神様と同じ…透明な教会に集う家
族。それこそ本物の家族…その家族の尊さを
感謝せずにはいられない…そんな思いがあふ
れるのです。

教会の存在の目的が、よく言われるように
「神の栄光を表すこと」「教会の一員となった者
の霊を立て上げること」「大宣教命令に従うこ
と」であることからすれば、今回の10日間その
ものがまさに移動教室ならぬ、「移動教会」｡そ
こで受け取った感動はグレイス（恵み）として、
参加者の方々によって、それぞれの方が所属す
る教会を通して各地域に流れていくに違いない
…私はそう確信しているのです。

グレイス。それは「恵み」という意味。恵み
とは、イエスを自らの命の救い主、メシア（キリ
スト）として受け入れた人々に、一方的に与え
られる神様からの祝福です。それは一方的に
与えられるものであり、私が、あなたがどれだ
け良いことをしたから、とか、悪いことを行わ
なかったから、といったいわゆる「行い」や「わ
ざ」に応じて与えられるのではなく、神の子と
された者に無条件に等しく与えられる天の父
なる神様がくださる「愛」なのです。救いは行
いではなく「恵みと信仰」によって与えられる、
と述べられている聖書のみことばは、私のよう
な非優等生にとってどれほどの励ましでしょう
か。「私のような者でも救われた」と歌うアメー
ジング・グレイスの歌詞の通りなのです。

Amazing grace! How sweet the sound!
(何と驚くばかりの恵み。その響きの、何と優しいこと)

That saved the wretch like me.
(私のような惨めな者でも救われた）

I once was lost, but now I’m found.
(一度道を失った私、でも今こうして見いだされた）

Was blind, but now I see.
(かつては見えなかったこの目、でも今、はっきりと見える）

この詞を思うたびに、本当に救われる思いに
なります、私のような者でも救われる、のです
から…。イエス様の見えなかったお姿が、黙示
録でヨハネが残してくれた啓示のおかげで、
はっきりと見えるようになったからこそ与えら
れた境地なのかもしれません。

聖書が単に「宗教の本」ではなく、生きた神
の言葉が書かれた預言書であることを受け取
られている皆さんと共に、ますます終わりの時
に向けて、感謝の中で祈ることのできる喜びを、
ツアーを終えた私は改めて噛みしめながら、

「いよいよ、この恵みが日本中にあふれかえる」、
その様子を確かなものとして心に描いているの
です。
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大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

¥1,650（税込）

栄子・スティーブンス著｠

大好評！

主の例祭からの考察

『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

ゆうちょ 00900-7-313674 ／ 三菱UFJ 玉造支店（普）0125795 ／ 三井住友 玉造支店（普）6695584
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2030日本宣教プラン「OJ47」のために
第2回日本列島縦断講演オメガグレイス・ジャパンツアー2023は、
最終調整をしております。引き続き、日本全国の教会と地域のリバイバル
を共に覚えてお祈りください。

訪問予定地域：北海道、埼玉県、東京都、神奈川県、長野県、愛知県、京
都府、奈良県、大阪府、兵庫県、沖縄県。

第7回オメガプレミアム・グレイスツアー　
イスラエル＆トルコ10日間の旅
優先案内予約申込の受付開始！
イスラエルを訪れて旧約聖書と新約聖書の真実性を味わいます。トルコ
では、黙示録にある七つの教会の遺跡をたどり、聖書の啓示の重要性
を体感し、日本の教会の祝福を祈ります。

1

2

3

4

5

第4回オメガプレミアム・グレイスツアー（2023年6月5日～14日）は、
主の大いなる恵みと祝福のツアーとなり、岩手県、新潟県、群馬県、
埼玉県、東京都、千葉県、神奈川県、愛知県、大阪府、奈良県、広島県、
徳島県、大分県、沖縄県、日本全国14都道府県から参加されました。
また、栄子・スティーブンス先生の全身全霊のあふれ出る主の愛と
臨在は、天からの主ご自身の輝きであり、また日本でとりなしのお祈り
いただいている皆様の愛が生み出した力でした。日々、祈りに覚えて
いただき誠にありがとうございます。

第5回オメガプレミアム・グレイスツアー「イスラエル＆ヨルダン（ペトラ）
の旅」2024年2月27日～3月7日は、現在、現地との最終段階の調整に
入りました。「神のビジョンを共に見る旅」の準備のためにお祈りくだ
さい。

第6回2025年2～3月企画、イスラエル&イタリア（ローマ）10日間の旅
の事前優先案内予約の多数のお申込みをいただきありがとうござい
ます。定員を大幅に超えましたので、優先案内受付を終了させていただき
ます。日程・詳細が決まりましたら、本予約申込のご案内をいたします。
感謝いたします。

主の恵みの年、われらの神の復讐の日を告げ、すべての嘆き悲しむ者を慰めるために。シオンの嘆き悲しむ者たちに、灰の代わりに
頭の飾りを、嘆きの代わりに喜びの油を、憂いの心の代わりに賛美の外套を着けさせるために　　　　イザヤ書61章2～3a節

2023年 主題聖句
主の恵みの年を告げる

オメガ活動ビジョン

オメガ・グレイス・プロジェクト2023－26

Contents

信者と不信者が入り交じる千年王国
02 栄子・スティーブンス

Voice From Revelation　黙示録シリーズVol. 37　未来の預言―その29

日本にあふれ出した恵み　グレイスフル・ジャパンVol 2

横田 聖子

「オメガプレミアム・グレイスツアー」を送り出してくださった皆様に感謝
05

輪嶋 東太郎

恵みがいま、日本にあふれ出したことを痛感した
「オメガプレミアム・グレイスツアー」を終えて。

08

Omega Japanお知らせ／祈りの課題12

祈りの課題

「第４回オメガプレミアム・グレイスツアー」に参加して

06 杉﨑 弘／浩子
Omega Grace Letter Vol .6

第3回 日本列島縦断講演
オメガグレイス・ジャパンツアー2024
申込受付中です。 OMEGA黙示録セミナー IN  OKINAWA

講師：栄子・スティーブンス
日時：11月23日（木・祝）午後予定
会場：ヒルトン沖縄北谷リゾート

定員：先着55名様
事前優先申込受付期間：8月31日まで。

（定員になり次第、受付を終了いたします。）

※ 添付チラシ・裏面申込書あり。
　（̶TEL・FAX・Ｅメール̶ 旅行手配の有無等あり）

事前優先予約申込受付開始！2024年事前受付中！
第1回 オメガプレミアム・グレイスセミナー　
開催決定！

お問合わせ・お申込み　オメガ・ジャパン
TEL＆FAX　06-6777-2117　
Eメール　info@omega.or.jp

オメガ出版より好評発売中！



Omega Japan
一般社団法人オメガ・ジャパン

OMEGA 黙示録セミナー
IN OKINAWA
日　時：2023年11月23日（木・祝）午後 予定
会　場：ヒルトン沖縄北谷リゾート
　　　  　沖縄県中頭郡北谷町美浜40-1　電話：098-901-1111

定　員：先着55名
事前申込予約受付期間：8月31日（定員になり次第、受付を終了させていただきます。）

第1回オメガプレミアム・グレイスセミナー　開催決定！
事前優先申込受付開始！

主な内容：
ヨハネの黙示録を中心に、エゼキエル書、ダニエル書、イザヤ書などの預言書と新約聖書全体から、
終末論を学びます。また、聖書全体を貫く神の愛を深く知り、生きた神の言葉から希望と喜びに満ちる
セミナーを目指します。

お問合わせ  オメガ・ジャパン
06-6777-2117TEL&FAX

講師：栄子・スティーブンス

会場（イメージ）

Eメール info@omega.or.jp

※また、詳細が決定後、事前優待申込の皆様に、オメガ事務所ーOMEGA PREMIUM CLUBーセミナー部
よりご連絡させていただきます。

優先申込
専用フォーム



OMEGA黙示録セミナーIN OKINAWA

FAX
申込書 06-6777-2117

FAX

info@omega.or.jp 06-6777-2117Eメール　 TEL

一般社団法人オメガ・ジャパン　セミナー企画部　
〒540-0004　大阪府大阪市中央区玉造2-26-47大阪クリスチャンセンター4階
TEL＆FAX 06-6777-2117　メール info@omega.or.jp

Omega Japan
一般社団法人オメガ・ジャパン

事前優先予約申込書

ご要望・ご質問・メールでのお申込等

下記の必要事項をご記入ください。
代表者氏名

ご同伴参加者名（複数可）

代表者様ご連絡先
住所　〒

電話番号

Eメールアドレス

旅行手配について
※基本的に参加者様ご自身のご手配となります。
※ご希望される方々には、オメガより手配やご案内をさせていただきます。

　  希望されるものにチェックをお願いいたします。

日程11月23日（木・祝）午後 予定

第1回オメガプレミアム・グレイスセミナー

第1回オメガプレミアム・グレイスセミナー　OMEGA黙示録セミナーIN OKINAWA

※受付後、後日、ご詳細内容についてご連絡させていただきます。

所属教会

ホテル手配　　　　航空券手配　　　ホテルと航空券手配

優先申込
専用フォーム


